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手続きは簡単です！ 
役場3階で名前を書くだけ 
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取材を終えて 
　互いのきずな、結束、思いやりを感じられる
練習風景を見学させていただくことができまし
た。これからも、良き仲間とともにソフトボー
ルを楽しんでいただくとともに、いつまでも元
気なさつきケ丘を目指して頑張ってください。 

（船戸光夫） 

チームの皆さん（取材時の練習は半分ほどの参加でした） 

監督の瀬川さん（左）と現キャプテンの伊藤さん（右） 

♪　チームを立ち上げたきっかけは？ 
　4～5年ほど前に、前キャプテンが、区の役
員の方から地区の将来を考えて若い世代の結
束を固めていったほうがいいとの助言を受け、
若いメンバーが中心となってチームを立ち上
げました。 
 

 

♪　町やみなさんに伝えたいことありますか？ 
　町の地区別ソフトボール大会以外にも他市
町のチームと交流ができるといいと思います。 
　機会があればぜひ声をかけてください。 
 

♪キャプテンから見てどんなチームですか？ 
　ユーモア、思いやりのあるメンバーがあつ
まっており、仲間同士のきずなをしっかり感
じることのできるチームです。 

当初予算　待機児童解消に向け西保育園を増築！ 
　　　　　一般会計当初予算、ここを問う！ 
一般質問 「各学共等を地域避難所に指定して運営を自主防災会に」 

「町立保育園でも一時保育の受け入れを」ほか 
議会あれこれ 
　議会報告会意見に基づく要望書を町へ提出 

～
～

～
No.218
平成31年1月25日 
発行：愛知県大口町議会 

No.219
平成31年4月26日 
発行：愛知県大口町議会 

議会だより 議会だより アットホームで笑顔がいっぱい 
～さつきケ丘ソフトボールチームの皆さん～ 

表紙の写真 
 
6年間の思い出をありが
とう！ 
中学校でもたくさんの思
い出を作ろうね！ 

（大口南小学校卒業式） 

会議録が閲覧できます 
http://www.town.oguchi.lg.jp

/2741.htm

みなさん議会傍聴に

来てください
みなさん議会傍聴に

来てください
みなさん議会傍聴に

来てください
6月定例会予定 

6月 3日（月） 提案説明 
6月 5日（水） 一般質問 
6月 6日（木） 一般質問 
6月10日（月） 質疑・委員会付託 
6月13日（木） 総務建設常任委員会 
6月17日（月） 文教福祉常任委員会 
6月21日（金） 討論・採決 
※開始時刻は、いずれも午前9時30分から。 
※日程は、変更になる場合があります。 
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その他 

議会費 

農業費 

商工費 

公債費 

消防費 

教育費 

衛生費 

総務費 

土木費 

民生費 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14（万円） 

3月議会で決まった主な内容など 

3月定例会を2月28日から3月22日までの23日間の会期で開催しました。 
○町提出議案（31議案） 
　平成31年度当初予算、平成30年度補正予算、国保税条例の改正など 
　採決の結果　全会一致で可決　平成30年度一般会計補正予算ほか26議案 

賛成多数で可決　平成31年度一般会計当初予算ほか3議案 
　※賛否の分かれた議案については、10ページをご覧ください。 
○議員提出議案（1議案） 
　採決の結果、全会一致で可決しました。 
○請願　審議の結果　【採択】なし 
○陳情　審議の結果　【採択】1件　【聞き置く】2件 
○一般質問　7人の議員が町政全般にわたり質問しました。 

　
歳
入
94
億
円
の
う
ち
、町

が
自
主
的
に
調
達
で
き
る
町

税
や
諸
収
入
な
ど
の
「
自
主

財
源
」
は
全
体
の
75
%
と
比

率
が
高
く
、他
市
町
村
と
比

較
し
て
健
全
な
状
態
を
維
持

し
て
い
ま
す
。 

　
本
町
の
重
要
な
財
源
で
あ

る
法
人
町
民
税
は
、前
年
並

み
の
収
入
を
見
込
ん
で
い
ま

す
が
、米
中
貿
易
摩
擦
問
題

な
ど
の
世
界
情
勢
や
消
費
税

の
増
税
に
よ
る
影
響
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。 

 

　
ま
た
、税
制
改
正
の
影
響

に
よ
り
次
年
度
以
降
は
減
収

が
見
込
ま
れ
て
い
る
た
め
、新

た
な
財
源
の
確
保
が
求
め
ら

れ
ま
す
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こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、

貴
重
な
自
主
財
源
を
有
効
に

活
か
す
た
め
、施
策
の
柱
で
あ

る
、①
若
い
世
代
の
定
住
・
子

育
て
支
援
、②
健
や
か
な
暮

ら
し
づ
く
り
、③
活
力
あ
る
産

業
づ
く
り
・
安
定
し
た
雇
用
の

創
出
に
関
す
る
事
業
を
中
心

に
、国
や
県
な
ど
の
補
助
金

等
を
積
極
的
に
活
用
す
る
姿

勢
が
見
ら
れ
ま
す
。 

　
前
年
度
比
20
%
以
上
の
伸

び
を
見
せ
て
い
る
民
生
費
は
、

待
機
児
童
解
消
に
向
け
て
整

備
さ
れ
る
西
保
育
園
の
増
築

工
事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、前
年
度
比
約
35
%
伸

び
た
衛
生
費
に
は
、建
設
後

20
年
近
く
経
つ
健
康
文
化
セ

ン
タ
ー
の
電
気
設
備
関
係
の

工
事
が
予
定
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れ
て
い
ま
す
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総
務
費
と
教
育
費
に
つ
い

て
は
前
年
度
比
で
15
か
ら
20

%
程
度
の
減
額
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、こ
れ
は
庁
舎
の
空

調
設
備
工
事
や
町
民
会
館
屋

根
等
修
繕
工
事
が
完
了
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
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次
頁
か
ら
、主
な
新
規
事

業
の
ほ
か
、既
存
事
業
と
と

も
に
、3
月
定
例
会
で
行
わ

れ
た
当
初
予
算
に
関
連
す
る

主
な
質
疑
を
紹
介
し
ま
す
。 

会　計　名 

国民健康保険 

介護保険 

公共下水道 

後期高齢者医療 

土地取得 

農業集落家庭排水 

国際交流 

社本育英 

計 

31年度 

20億4,700万円 

11億6,465万円 

10億9,935万円 

3億833万円 

2,046万円 

3,068万円 

614万円 

118万円 

46億7,779万円 

前年度比較 

▲3,900万円 

3,924万円 

▲1,322万円 

2,375万円 

▲2,830万円 

▲137万円 

43万円 

▲1万円 

▲1,848万円 

グラフ1　一般会計歳入94億円の内訳 グラフ2　一般会計歳出94億円の内訳（性質別） グラフ3　町民1人当たりに使われるお金（目的別） 
※人口を24,000人として算出 

特別会計予算 （▲は減額を表す） 

歳
入（
財
源
） 

歳
出（
使
い
み
ち
） 

31年度 

30年度 

※グラフの数値は端数調整しているため、合計が一致しない場合があります。 

町税 
55億7,627万円 

59.3%

分担金及び負担金 
2,405万円 

0.3%繰入金 
7億6,785万円 

8.2%

財産収入 
1億415万円 

1.1%

使用料及び手数料 
1億3,549万円 

1.4%

各種交付金等 
7億3,056万円 

7.8%

地方譲与税 
8,800万円 

0.9%

諸収入等 
4億1,148万円 

4.4%

地方交付税 
2,000万円 

0.2%

県支出金 
5億1896万円 

5.5%

国庫支出金 
8億2319万円 

8.8%

町債 
2億円 
2.1%

自主財源 
74.7％ 

依存財源 
25.3％ 町税 

55億7,627万円 
59.3%

分担金及び負担金 
2,405万円 

0.3%繰入金 
7億6,785万円 

8.2%

財産収入 
1億415万円 

1.1%

使用料及び手数料 
1億3,549万円 

1.4%

各種交付金等 
7億3,056万円 

7.8%

地方譲与税 
8,800万円 

0.9%

諸収入等 
4億1,148万円 

4.4%

地方交付税 
2,000万円 

0.2%

県支出金 
5億1896万円 

5.5%

国庫支出金 
8億2319万円 

8.8%

町債 
2億円 
2.1%

自主財源 
74.7％ 

依存財源 
25.3％ 

待
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に
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3
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2
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人件費 
15億5,175万円 

16.5%

扶助費 
11億4,254万円 

12.2%

公債費 
2億2,210万円 

2.4%

物件費 
21億4,192万円 

22.8%

繰出金 
11億7,286万円 

12.5%

貸付金 
4,500万円 

0.5%

予備費 
1,500万円 

0.2%

補助費等 
12億7,306万円 

13.5%

維持補修費 
4,006万円 

0.4%

積立金 
2億268万円 

2.2%

普通建設事業 
15億9,303万円 

16.9%

義務的経費 
31.1%

投資的経費 
16.9%

その他の経費 
52.1%

　
平
成
31
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の
一
般
会
計
当
初
予
算
額
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2
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の
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模
と
な
る
94
億
円
と
な
り
ま
し
た
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大
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に
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3
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い
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と
な
っ
て
い
ま
す
。 

人件費 
15億5,175万円 

16.5%

扶助費 
11億4,254万円 

12.2%

公債費 
2億2,210万円 

2.4%

物件費 
21億4,192万円 

22.8%

繰出金 
11億7,286万円 

12.5%

貸付金 
4,500万円 

0.5%

予備費 
1,500万円 

0.2%

補助費等 
12億7,306万円 

13.5%

維持補修費 
4,006万円 

0.4%

積立金 
2億268万円 

2.2%

普通建設事業 
15億9,303万円 

16.9%

義務的経費 
31.1%

投資的経費 
16.9%

その他の経費 
52.1%

■扶助費 
 
 
 
■物件費 
 
 
■補助費等 
 
■普通建設事業費 

社会保障制度の一環として各種法令に
基づき、児童生徒、高齢者、障がい者
等に対して支出される経費 
 
賃金、旅費、委託料等の消費的性質の
経費 
 
各種団体等への補助金や交付金など 
 
道路、橋りょう、公園、学校等の建設
等社会資本の整備等に使われる経費 

■自主財源 
　町税や分担金
及び負担金、使
用料及び手数料
など、町が自ら
の手で確保可能
な財源 

 
■依存財源 

　地方譲与税、
地方交付税、国
庫・県支出金な
ど、国や県の制
度により収入で
きる財源 
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その他 

議会費 

農業費 

商工費 

公債費 

消防費 

教育費 

衛生費 

総務費 

土木費 

民生費 
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3月議会で決まった主な内容など 

3月定例会を2月28日から3月22日までの23日間の会期で開催しました。 
○町提出議案（31議案） 
　平成31年度当初予算、平成30年度補正予算、国保税条例の改正など 
　採決の結果　全会一致で可決　平成30年度一般会計補正予算ほか26議案 

賛成多数で可決　平成31年度一般会計当初予算ほか3議案 
　※賛否の分かれた議案については、10ページをご覧ください。 
○議員提出議案（1議案） 
　採決の結果、全会一致で可決しました。 
○請願　審議の結果　【採択】なし 
○陳情　審議の結果　【採択】1件　【聞き置く】2件 
○一般質問　7人の議員が町政全般にわたり質問しました。 
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後期高齢者医療 
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国際交流 

社本育英 

計 

31年度 

20億4,700万円 

11億6,465万円 

10億9,935万円 

3億833万円 

2,046万円 

3,068万円 

614万円 

118万円 

46億7,779万円 

前年度比較 

▲3,900万円 

3,924万円 

▲1,322万円 

2,375万円 

▲2,830万円 

▲137万円 

43万円 

▲1万円 

▲1,848万円 

グラフ1　一般会計歳入94億円の内訳 グラフ2　一般会計歳出94億円の内訳（性質別） グラフ3　町民1人当たりに使われるお金（目的別） 
※人口を24,000人として算出 

特別会計予算 （▲は減額を表す） 

歳
入（
財
源
） 

歳
出（
使
い
み
ち
） 

31年度 

30年度 

※グラフの数値は端数調整しているため、合計が一致しない場合があります。 

町税 
55億7,627万円 

59.3%

分担金及び負担金 
2,405万円 

0.3%繰入金 
7億6,785万円 

8.2%

財産収入 
1億415万円 

1.1%

使用料及び手数料 
1億3,549万円 

1.4%

各種交付金等 
7億3,056万円 

7.8%

地方譲与税 
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0.9%

諸収入等 
4億1,148万円 

4.4%

地方交付税 
2,000万円 

0.2%

県支出金 
5億1896万円 

5.5%

国庫支出金 
8億2319万円 

8.8%

町債 
2億円 
2.1%

自主財源 
74.7％ 

依存財源 
25.3％ 町税 

55億7,627万円 
59.3%

分担金及び負担金 
2,405万円 

0.3%繰入金 
7億6,785万円 

8.2%

財産収入 
1億415万円 
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使用料及び手数料 
1億3,549万円 

1.4%

各種交付金等 
7億3,056万円 
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諸収入等 
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0.2%
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5億1896万円 

5.5%
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8億2319万円 

8.8%

町債 
2億円 
2.1%

自主財源 
74.7％ 

依存財源 
25.3％ 

待
機
児
童
解
消
に
向
け
 

　
西
保
育
園
増
築
に
約
3
億
2
千
万
円
！
 

人件費 
15億5,175万円 

16.5%
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12.2%
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13.5%
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0.4%
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16.9%

義務的経費 
31.1%
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16.9%

その他の経費 
52.1%

　
平
成
31
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
、過
去
2
番
目

の
規
模
と
な
る
94
億
円
と
な
り
ま
し
た
。 

　
大
口
町
の
将
来
を
見
据
え
、総
合
計
画
や
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
示
し
た
3
つ
の
施
策
の
柱
に
重

点
を
置
い
た
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

人件費 
15億5,175万円 

16.5%

扶助費 
11億4,254万円 

12.2%

公債費 
2億2,210万円 

2.4%

物件費 
21億4,192万円 

22.8%

繰出金 
11億7,286万円 

12.5%

貸付金 
4,500万円 

0.5%

予備費 
1,500万円 

0.2%

補助費等 
12億7,306万円 

13.5%

維持補修費 
4,006万円 

0.4%
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2.2%

普通建設事業 
15億9,303万円 

16.9%

義務的経費 
31.1%

投資的経費 
16.9%

その他の経費 
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■扶助費 
 
 
 
■物件費 
 
 
■補助費等 
 
■普通建設事業費 

社会保障制度の一環として各種法令に
基づき、児童生徒、高齢者、障がい者
等に対して支出される経費 
 
賃金、旅費、委託料等の消費的性質の
経費 
 
各種団体等への補助金や交付金など 
 
道路、橋りょう、公園、学校等の建設
等社会資本の整備等に使われる経費 

■自主財源 
　町税や分担金
及び負担金、使
用料及び手数料
など、町が自ら
の手で確保可能
な財源 

 
■依存財源 

　地方譲与税、
地方交付税、国
庫・県支出金な
ど、国や県の制
度により収入で
きる財源 
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答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 問 □ 

架け替えにより安全性の向上も期待されます 

一
般
会
計
当
初
予
算
、こ
こ
を
問
う
！
 

　
〜
一
般
会
計
当
初
予
算
に
関
す
る
主
な
質
疑
〜
 

﹇
小
学
校
整
備
事
業
﹈ 

西
小
学
校
長
寿
命
化
改

修
工
事
基
本
設
計
に
関
連
し

て
、
本
町
は
西
小
学
校
の
長

寿
命
化
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。
 

安
全
で
衛
生
的
に
長
く

使
え
る
施
設
を
考
え
て
い
る

が
、
具
体
的
に
何
年
と
い
う

も
の
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

80
年
を
目
標
に
し
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
よ
う
な
の
で
、

今
後
計
画
を
考
え
る
う
え
で

参
考
に
し
た
い
。
 

 

﹇
移
住
・
定
住
対
策
﹈ 

移
住
・
定
住
促
進
費
の

補
助
内
容
は
。
 

親
世
帯
に
同
居
す
る
場

合
の
リ
フ
ォ
ー
ム
（
町
内
事

業
者
で
の
施
工
に
限
る
）
や
、

近
居
す
る
場
合
の
住
宅
取
得

に
最
大
40
万
円
を
補
助
。
ま

た
、
町
内
企
業
に
1
年
以
上

継
続
し
て
勤
務
し
て
い
る
従

業
員
が
住
宅
を
取
得
、
ま
た

は
新
築
す
る
場
合
に
40
万
円

を
補
助
。
い
ず
れ
も
、
夫
婦

の
ど
ち
ら
か
が
40
歳
以
下
、

ま
た
は
、
中
学
生
以
下
の
子

ど
も
を
扶
養
し
て
い
る
世
帯

に
限
定
。
 

移
住
・
定
住
促
進
費
補

助
金
は
、
増
築
は
対
象
と
な

る
の
か
。
 

親
世
帯
に
子
世
帯
が
同

居
す
る
場
合
、
住
ま
い
が
手

狭
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
対
象
に
し
た
い
。
 

 

﹇
橋
り
ょ
う
整
備
﹈ 

柿
野
橋
の
架
け
替
え
工

事
に
際
し
て
、
通
行
は
ど
う

な
る
の
か
。
 

迂
回
路
を
設
け
る
ス
ペ

ー
ス
が
な
い
た
め
、
通
行
止

め
を
検
討
し
て
い
る
。
た
だ

し
、
歩
行
者
や
自
転
車
等
は

仮
設
橋
で
迂
回
で
き
る
よ
う

に
計
画
し
て
い
る
。
 

 

﹇
道
路
整
備
﹈ 

町
道
布
袋
小
牧
線
の
進

捗
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。
 

地
権
者
の
方
の
協
力
を

得
て
用
地
は
全
て
契
約
済
み
。

31
年
度
中
に
歩
道
の
設
置
や

舗
装
ま
で
仕
上
げ
た
い
。
 

 

北東側から見た西保育園増築部分の完成予想図。木造建築での整備が予定されています 

校舎の長寿命化に向けて設備更新等が予定され
る西小学校 

国道41号に接続している現在の町道内津々線（秋田地内） 

31年度中に歩道等の整備が予定される町道布袋小牧線 

3歳未満児の入所希望増加により、未満児保育面積が不足。今後も不足が
予測されるため、未満児室増設のほか、トイレ、調理室等の改修も実施。 

西小学校は昭和51年の開校後、
増築や耐震工事を実施したが、
校舎の長寿命化と合わせ、CO2

削減のため空調設備の更新や照
明のLED化等を実施するにあたり、
改修工事に向けた基本プランを
作成。 

西保育園増改築工事費 3億2357万円 

小学校整備事業 
1982万円 

障がいがある子の親が高齢になるにつれ、
子と一緒に暮らすには年齢的に困難になる。
長年の議論を経て「社会福祉法人おおぐち
福祉会」が実施主体となり、グループホー
ムを整備。 
この事業に町も建設用地の無償提供と、建
設費の一部を支援。 

障がい者共同生活援助施設 
整備費補助事業 5654万円 

集落内における生活道路の整備や、国道41
号の6車線化に合わせて接続する道路のア
クセスを強化。 

地方道路等整備事業 
 2億957万円 

国道41号の6車線化工事や合瀬川の改修
工事の影響で車両の大型化と交通量の増
加により支障が出ているほか、老朽化して
いるため架け替えを行うもの。 

柿野橋架替工事 
 7894万円 

老朽化した健康文化センターの空調機器、
高圧受電機器、中央監視装置の更新、及び
照明器具のLED化工事を実施。 

健康文化センター電気設備等 
改修工事費 2億58万円 

空家の除去補助に加え、改修補助、同居、近居支援
補助、在勤者向け定住支援補助を含む空家活用に
よる対策を実施。また、同居・近居支援、在勤者向
けの定住支援として新築に対する補助制度を新設。 

空家対策、移住・定住促進費補助金 
680万円 
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答 □ 問 □ 答 □ 問 □ 
答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

﹇
橋
り
ょ
う
維
持
管
理
事
業
﹈ 

橋
り
ょ
う
の
点
検
と
維

持
工
事
の
内
容
は
ど
の
よ
う

か
。
 橋

り
ょ
う
点
検
は
修
繕

計
画
の
工
事
が
ひ
と
と
お
り

終
わ
り
、
今
後
、
新
た
な
不

具
合
や
、
補
修
の
必
要
な
橋

り
ょ
う
に
つ
い
て
新
た
な
修

繕
計
画
を
立
て
る
 

 

﹇
中
央
公
民
館
 

窓
枠
修
繕
工
事
﹈ 

ど
の
よ
う
な
工
事
か
。
 

窓
枠
の
パ
ッ
キ
ン
の
経

年
劣
化
に
よ
り
、
雨
漏
り
が

発
生
。
ま
た
、
ガ
ラ
ス
が
脱

落
す
る
恐
れ
も
あ
る
た
め
修

繕
す
る
。
 

 

﹇
町
史
編
さ
ん
事
業
﹈ 

 大
幅
に
予
算
が
増
え
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
事
業

展
開
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。
 

増
加
し
た
の
は
、
文
字

原
稿
を
作
成
す
る
の
に
必
要

な
人
件
費
が
ほ
と
ん
ど
。
講

座
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
2

か
月
に
1
回
開
催
予
定
。
 

 

﹇
ご
み
減
量
・
資
源
化
事
業
﹈ 

資
源
ご
み
分
別
の
景
品
、

廃
止
し
て
は
ど
う
か
。
 

景
品
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
は
、
ハ
ー
ト
フ
ル
大

口
を
支
援
し
て
い
る
部
分
も

あ
る
の
で
、
廃
止
は
難
し
い
。
 

 

﹇
農
業
振
興
事
業
﹈ 

国
は
2
0
2
3
年
ま
で

に
、
全
農
地
の
8
割
を
担
い

手
に
集
積
す
る
こ
と
を
目
標

に
し
て
い
る
が
、
本
町
の
状

況
は
。
 

農
地
全
体
で
34
%
、
田

ん
ぼ
だ
け
な
ら
約
45
%
。
本

町
は
、
畑
の
農
業
用
水
が
な

い
た
め
、
担
い
手
へ
の
集
約

が
難
し
い
。
今
後
、
新
規
就

農
者
で
畑
を
や
っ
て
も
ら
え

る
人
が
い
れ
ば
集
約
し
て
い

き
た
い
。
 

 

﹇
要
保
護
・
準
用
保
護
 

児
童
生
徒
就
学
援
助
費
﹈ 

国
の
補
助
制
度
が
拡
充

さ
れ
る
が
、
町
の
予
算
に
も

反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。
 

こ
の
情
報
が
入
っ
た
と

き
に
は
当
初
予
算
案
が
定
ま

っ
て
い
た
の
で
反
映
し
た
も

の
で
は
な
い
が
、
扶
助
費
に

関
し
て
は
毎
年
度
余
裕
を
持

た
せ
て
い
る
の
で
対
応
は
可

能
。
 

﹇
学
校
給
食
﹈ 

 

10
月
か
ら
消
費
税
が
上

が
る
予
定
だ
が
、
影
響
は
あ

る
の
か
。
 

学
校
給
食
物
資
の
賄
い

材
料
に
つ
い
て
は
軽
減
税
率

の
8
%
が
適
用
さ
れ
る
の
で

影
響
な
い
。
よ
っ
て
、
給
食

費
に
つ
い
て
も
据
え
置
き
の

予
定
。
 

 

﹇
保
育
士
の
負
担
軽
減
対
策
﹈ 

保
育
士
の
業
務
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
清
掃
業
務

や
給
食
の
配
膳
等
の
周
辺
業

務
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
保
育
補

助
者
を
採
用
し
て
は
ど
う
か
。
 

前
向
き
に
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
。
 

 

﹇
都
市
防
災
総
合
推
進
事
業
﹈ 

防
犯
灯
の
照
明
は
何
基

増
や
す
の
か
。
 

災
害
発
生
時
の
避
難
路

に
指
定
す
る
秋
田
21
号
線
に

14
基
、
小
学
校
の
通
学
路
に

指
定
さ
れ
て
い
る
秋
田
41
号

線
に
15
基
、
中
小
口
19
号
線

に
8
基
を
予
定
。
停
電
時
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
に
蓄
電

池
式
の
も
の
を
計
画
し
て
い

る
。
  

﹇
大
口
北
防
災
拠
点
施
設
 

基
本
設
計
﹈ 

屋
内
運
動
場
を
防
災
拠

点
と
し
て
改
修
す
る
に
あ
た

り
、
ど
の
よ
う
な
計
画
な
の

か
。
 長

期
の
避
難
生
活
が
で

き
る
よ
う
に
、
調
理
室
や
シ

ャ
ワ
ー
、
避
難
所
運
営
の
た

め
の
部
屋
を
整
備
す
る
ほ
か
、

傷
ん
だ
外
観
も
併
せ
て
整
備

す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
が
、

基
本
設
計
の
中
で
精
査
し
て

い
く
。
ま
た
、
避
難
ス
ペ
ー

ス
で
は
少
し
で
も
く
つ
ろ
げ

る
よ
う
畳
な
ど
を
敷
く
こ
と

も
考
え
て
い
る
。
 

民
生
費
 

﹇
骨
髄
提
供
者
 

負
担
軽
減
対
策
﹈ 

骨
髄
提
供
者
の
負
担
軽

減
の
た
め
に
県
が
補
助
制
度

を
設
け
る
よ
う
だ
が
、
本
町

の
考
え
は
。
 

予
算
要
求
の
段
階
で
県

の
体
制
が
不
明
瞭
だ
っ
た
た

め
予
算
に
は
反
映
さ
れ
て
い

な
い
が
、
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
。
 

 衛
生
費
 

農
業
費
 

消
防
費
 

教
育
費
 

土
木
費
 

計画的な橋の修繕が行われます 

長期の避難生活に対応可能な施設整備が検討さ
れる屋内運動場（旧北小学校体育館） 

主な子育て支援関係予算 
〇子ども医療費助成事業 1億5340万円 

中学校卒業までの子どもに対して医療費を助成 
 

〇幼稚園就園奨励費補助金等 1917万円 

幼稚園の保育料を補助することで保護者の負担を
軽減 
 

〇児童手当扶助費 4億6950万円 

　中学校卒業までの子どもの保護者へ給付 

主な教育関係予算 
〇学校施設長寿命化計画策定業務委託料【新規】 162万円 

　西小学校の校舎等の長寿命化に向けて計画を策定 
 

〇私立高等学校等授業料補助金 180万円 

〇奨学金返還支援助成金補助金 99万円 

　授業料や奨学金返還の一部を補助することで就学を支援 
 

〇中央公民館窓枠修繕工事【新規】 986万円 

　老朽化により雨漏りの原因となっている窓枠のパッキンを交換 
〇中央公民館視聴覚室改修工事【新規】 171万円 

　視聴覚室の音響設備の改修を行い利用者の利便性を向上 

主な健康対策、環境対策関係予算 
〇感染症等予防事業 8498万円 

乳幼児、学童、高齢者に対して安定的に予
防接種の機会を提供 
 

〇ごみ減量・資源化事業 8145万円 

資源ごみの収集運搬やリサイクルセンターの
運営経費等 

主な道路整備等関係予算 
〇道路安全対策工事費【新規】 3745万円 

路面標示、転落防止柵の設置、横断防止柵の設
置による交通安全対策工事を実施 

 

〇道路整備事業（継続分） 1億4016万円 

大屋敷、上小口、下小口の3地区の一部路線の
改良工事を実施 

 

〇道路維持管理事業 7412万円 

道路を安全に利用してもらうための修繕等を実施 
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答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

﹇
橋
り
ょ
う
維
持
管
理
事
業
﹈ 

橋
り
ょ
う
の
点
検
と
維

持
工
事
の
内
容
は
ど
の
よ
う

か
。
 橋

り
ょ
う
点
検
は
修
繕

計
画
の
工
事
が
ひ
と
と
お
り

終
わ
り
、
今
後
、
新
た
な
不

具
合
や
、
補
修
の
必
要
な
橋

り
ょ
う
に
つ
い
て
新
た
な
修

繕
計
画
を
立
て
る
 

 

﹇
中
央
公
民
館
 

窓
枠
修
繕
工
事
﹈ 

ど
の
よ
う
な
工
事
か
。
 

窓
枠
の
パ
ッ
キ
ン
の
経

年
劣
化
に
よ
り
、
雨
漏
り
が

発
生
。
ま
た
、
ガ
ラ
ス
が
脱

落
す
る
恐
れ
も
あ
る
た
め
修

繕
す
る
。
 

 

﹇
町
史
編
さ
ん
事
業
﹈ 

 大
幅
に
予
算
が
増
え
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
事
業

展
開
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。
 

増
加
し
た
の
は
、
文
字

原
稿
を
作
成
す
る
の
に
必
要

な
人
件
費
が
ほ
と
ん
ど
。
講

座
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
2

か
月
に
1
回
開
催
予
定
。
 

 

﹇
ご
み
減
量
・
資
源
化
事
業
﹈ 

資
源
ご
み
分
別
の
景
品
、

廃
止
し
て
は
ど
う
か
。
 

景
品
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
は
、
ハ
ー
ト
フ
ル
大

口
を
支
援
し
て
い
る
部
分
も

あ
る
の
で
、
廃
止
は
難
し
い
。
 

 

﹇
農
業
振
興
事
業
﹈ 

国
は
2
0
2
3
年
ま
で

に
、
全
農
地
の
8
割
を
担
い

手
に
集
積
す
る
こ
と
を
目
標

に
し
て
い
る
が
、
本
町
の
状

況
は
。
 

農
地
全
体
で
34
%
、
田

ん
ぼ
だ
け
な
ら
約
45
%
。
本

町
は
、
畑
の
農
業
用
水
が
な

い
た
め
、
担
い
手
へ
の
集
約

が
難
し
い
。
今
後
、
新
規
就

農
者
で
畑
を
や
っ
て
も
ら
え

る
人
が
い
れ
ば
集
約
し
て
い

き
た
い
。
 

 

﹇
要
保
護
・
準
用
保
護
 

児
童
生
徒
就
学
援
助
費
﹈ 

国
の
補
助
制
度
が
拡
充

さ
れ
る
が
、
町
の
予
算
に
も

反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。
 

こ
の
情
報
が
入
っ
た
と

き
に
は
当
初
予
算
案
が
定
ま

っ
て
い
た
の
で
反
映
し
た
も

の
で
は
な
い
が
、
扶
助
費
に

関
し
て
は
毎
年
度
余
裕
を
持

た
せ
て
い
る
の
で
対
応
は
可

能
。
 

﹇
学
校
給
食
﹈ 

 

10
月
か
ら
消
費
税
が
上

が
る
予
定
だ
が
、
影
響
は
あ

る
の
か
。
 

学
校
給
食
物
資
の
賄
い

材
料
に
つ
い
て
は
軽
減
税
率

の
8
%
が
適
用
さ
れ
る
の
で

影
響
な
い
。
よ
っ
て
、
給
食

費
に
つ
い
て
も
据
え
置
き
の

予
定
。
 

 

﹇
保
育
士
の
負
担
軽
減
対
策
﹈ 

保
育
士
の
業
務
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
清
掃
業
務

や
給
食
の
配
膳
等
の
周
辺
業

務
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
保
育
補

助
者
を
採
用
し
て
は
ど
う
か
。
 

前
向
き
に
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
。
 

 

﹇
都
市
防
災
総
合
推
進
事
業
﹈ 

防
犯
灯
の
照
明
は
何
基

増
や
す
の
か
。
 

災
害
発
生
時
の
避
難
路

に
指
定
す
る
秋
田
21
号
線
に

14
基
、
小
学
校
の
通
学
路
に

指
定
さ
れ
て
い
る
秋
田
41
号

線
に
15
基
、
中
小
口
19
号
線

に
8
基
を
予
定
。
停
電
時
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
に
蓄
電

池
式
の
も
の
を
計
画
し
て
い

る
。
  

﹇
大
口
北
防
災
拠
点
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設
 

基
本
設
計
﹈ 

屋
内
運
動
場
を
防
災
拠

点
と
し
て
改
修
す
る
に
あ
た

り
、
ど
の
よ
う
な
計
画
な
の

か
。
 長

期
の
避
難
生
活
が
で

き
る
よ
う
に
、
調
理
室
や
シ

ャ
ワ
ー
、
避
難
所
運
営
の
た

め
の
部
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を
整
備
す
る
ほ
か
、

傷
ん
だ
外
観
も
併
せ
て
整
備

す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
が
、

基
本
設
計
の
中
で
精
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し
て

い
く
。
ま
た
、
避
難
ス
ペ
ー

ス
で
は
少
し
で
も
く
つ
ろ
げ

る
よ
う
畳
な
ど
を
敷
く
こ
と

も
考
え
て
い
る
。
 

民
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﹇
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提
供
者
 

負
担
軽
減
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提
供
者
の
負
担
軽

減
の
た
め
に
県
が
補
助
制
度

を
設
け
る
よ
う
だ
が
、
本
町

の
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え
は
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予
算
要
求
の
段
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で
県

の
体
制
が
不
明
瞭
だ
っ
た
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め
予
算
に
は
反
映
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て
い

な
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が
、
今
後
検
討
し
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い

き
た
い
。
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業
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防
費
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費
 

計画的な橋の修繕が行われます 

長期の避難生活に対応可能な施設整備が検討さ
れる屋内運動場（旧北小学校体育館） 

主な子育て支援関係予算 
〇子ども医療費助成事業 1億5340万円 

中学校卒業までの子どもに対して医療費を助成 
 

〇幼稚園就園奨励費補助金等 1917万円 

幼稚園の保育料を補助することで保護者の負担を
軽減 
 

〇児童手当扶助費 4億6950万円 

　中学校卒業までの子どもの保護者へ給付 

主な教育関係予算 
〇学校施設長寿命化計画策定業務委託料【新規】 162万円 

　西小学校の校舎等の長寿命化に向けて計画を策定 
 

〇私立高等学校等授業料補助金 180万円 

〇奨学金返還支援助成金補助金 99万円 

　授業料や奨学金返還の一部を補助することで就学を支援 
 

〇中央公民館窓枠修繕工事【新規】 986万円 

　老朽化により雨漏りの原因となっている窓枠のパッキンを交換 
〇中央公民館視聴覚室改修工事【新規】 171万円 

　視聴覚室の音響設備の改修を行い利用者の利便性を向上 

主な健康対策、環境対策関係予算 
〇感染症等予防事業 8498万円 

乳幼児、学童、高齢者に対して安定的に予
防接種の機会を提供 
 

〇ごみ減量・資源化事業 8145万円 

資源ごみの収集運搬やリサイクルセンターの
運営経費等 

主な道路整備等関係予算 
〇道路安全対策工事費【新規】 3745万円 

路面標示、転落防止柵の設置、横断防止柵の設
置による交通安全対策工事を実施 

 

〇道路整備事業（継続分） 1億4016万円 

大屋敷、上小口、下小口の3地区の一部路線の
改良工事を実施 

 

〇道路維持管理事業 7412万円 

道路を安全に利用してもらうための修繕等を実施 
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問 □ 

答 □ 答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 

問 □ 

職
員
の
超
過
勤
務
命
令

の
上
限
、
及
び
こ
れ
ま
で
最

長
何
時
間
の
残
業
が
あ
っ
た

か
。
 

上
限
の
規
定
は
な
い
が
、

運
用
と
し
て
月
30
時
間
を
超

え
た
場
合
は
所
属
部
長
の
確

認
を
得
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
。
 

　
平
成
30
年
度
の
最
長
は
87

時
間
で
、
過
去
に
は
1
0
0

時
間
を
超
え
た
こ
と
も
あ
っ

た
と
聞
い
て
い
る
。
 

 

質疑
あれこれ
議案質疑、総務建設及び文

教福祉の各常任委員会での

主な質疑を掲載します。 

質疑
あれこれ

委
員
の
任
期
は
2
年
、

定
例
会
は
年
1
〜
2
回
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
の
程
度
で
計

画
が
策
定
で
き
る
の
か
。
 

計
画
は
30
年
度
に
策
定

済
み
で
、
今
後
の
計
画
変
更

や
計
画
に
掲
載
し
た
事
業
に

関
す
る
協
議
を
お
願
い
す
る
。
 

 

消
費
税
が
あ
が
る
の
に

合
わ
せ
て
増
額
す
べ
き
と
思

う
が
い
か
が
か
。
 

県
内
他
市
町
村
に
比
べ

て
低
い
訳
で
は
な
い
の
で
、

増
額
は
し
な
い
。
 

　
し
か
し
、
国
や
県
の
制
度

を
補
完
す
る
も
の
で
あ
る
た

め
、
そ
ち
ら
の
状
況
を
見
な

が
ら
検
討
す
る
。
 

 

﹇
個
人
町
民
税
﹈
 

納
税
義
務
者
が
2
4
0

人
増
加
し
た
た
め
、
所
得
割

が
増
加
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、

均
等
割
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
 

若
干
増
加
し
て
い
る
が
、

補
正
予
算
に
計
上
す
る
ほ
ど

で
は
な
い
。
 

 

﹇
大
口
町
都
市
緑
化
推
進
事

業
﹈
 財

源
の
基
金
は
県
民
税

に
上
乗
せ
さ
れ
て
徴
収
さ
れ

た
も
の
。
実
施
者
が
い
な
い

な
ら
、
実
施
し
や
す
い
制
度

を
作
る
べ
き
で
は
。
 

企
業
2
社
か
ら
相
談
が

あ
っ
た
が
実
施
に
至
ら
ず
、

現
在
は
個
人
の
方
か
ら
相
談

を
受
け
て
い
る
。
 

　
31
年
度
に
制
度
の
見
直
し

が
行
わ
れ
、
補
助
要
件
が
緩

和
さ
れ
て
使
い
や
す
い
も
の

に
な
る
。
 

﹇
木
造
住
宅
耐
震
改
修
費
補

助
金
・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去

費
補
助
金
﹈
 

減
額
さ
れ
て
い
る
が
実

績
は
ど
の
よ
う
か
。
 

耐
震
改
修
が
7
件
、
耐

震
シ
ェ
ル
タ
ー
・
防
災
ベ
ッ

ド
が
1
件
。
ふ
れ
あ
い
ま
つ

り
で
関
心
の
高
か
っ
た
防
災

ベ
ッ
ド
を
多
く
見
積
も
っ
た

が
、
床
の
補
強
な
ど
で
そ
の

他
の
費
用
が
発
生
す
る
こ
と

か
ら
普
及
に
至
ら
な
か
っ
た
。
 

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
費
補

助
は
、
年
度
途
中
の
9
月
か

ら
制
度
を
設
け
、
12
件
分
を

補
助
。
診
断
後
に
、
診
断
を

受
け
た
年
度
末
ま
で
に
工
事

を
完
了
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
期
間
的
な
問
題
で
少

な
か
っ
た
。
 

　
3
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
2
件
の
請
願
と
3
件
の
陳

情
は
、所
管
の
常
任
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。 

【
請
　
願
】 

・
国
民
健
康
保
険
税
の
増
税

に
反
対
す
る
請
願
 

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
） 

請
願
者
 

日
本
共
産
党
大
口
支
部
 

支
部
長
　
江
幡
　
満
世
志
 

紹
介
議
員
　
吉
田
　
正
 

 
・
「
10
月
か
ら
の
消
費
税
10

%
中
止
を
求
め
る
意
見
書
」

の
提
出
を
求
め
る
請
願
 

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
） 

請
願
者
 

尾
北
民
主
商
工
会
 

大
口
支
部
 

代
表
者
　
冨
成
　
俊
男
 

他
3
名
 

紹
介
議
員
　
吉
田
　
正
 

 

【
陳
　
情
】 

・
全
国
知
事
会
の
「
米
軍
基

地
負
担
に
関
す
る
提
言
」

の
主
旨
に
基
づ
い
て
、
地

方
自
治
の
根
幹
を
脅
か
す

日
米
地
位
協
定
の
見
直
し

を
国
に
求
め
る
意
見
書
を

提
出
す
る
事
を
求
め
る
陳

情
書
 

（
聞
き
置
く
） 

陳
情
者
 

日
米
地
位
協
定
を
 

見
直
す
会
 

共
同
代
表
 

難
波
　
希
美
子
 

 
・
保
育
の
無
償
化
、
待
機
児

童
解
消
、
保
育
士
の
処
遇

改
善
の
た
め
の
必
要
な
措

置
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
陳
情
書
 

（
採
択
） 

陳
情
者
 

全
国
福
祉
保
育
労
働
組
合
 

東
海
地
方
本
部
 

執
行
委
員
長
　
薄
美
穂
子
 

 

・
奥
山
等
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ

放
置
人
工
林
を
、
森
林
環

境
譲
与
税
（
仮
称
）
で
順

次
計
画
的
に
皆
伐
を
進
め
、

天
然
林
に
戻
す
こ
と
を
求

め
る
陳
情
書
 （

聞
き
置
く
） 

陳
情
者
 

一
般
財
団
法
人
 

日
本
熊
森
協
会
 

会
長
　
室
谷
　
悠
子
 

 
  

　
1
議
案
を
可
決
し
、
国
へ

意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。
 

 ・
保
育
の
無
償
化
、
待
機
児

童
解
消
、
保
育
士
の
処
遇

改
善
の
た
め
の
必
要
な
措

置
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て
 

（
全
員
賛
成
で
可
決
） 

請
　
願
・
陳
　
情 

議
員
提
出
議
案 
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国
保
税
の
値
上
げ
は
、

町
が
あ
と
1
千
万
円
出
せ
ば

回
避
で
き
る
と
思
う
が
。
 

23
年
度
以
降
、
税
率
を

見
直
さ
ず
に
き
た
が
、
国
保

運
営
が
厳
し
く
な
り
、
平
成

30
年
度
に
改
正
し
た
。
急
激

な
被
保
険
者
の
負
担
と
な
ら

な
い
よ
う
、
基
金
の
取
り
崩

し
や
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
も
行
っ
て
い
る
が
、
一

人
当
た
り
の
保
険
税
は
県
平

均
を
下
回
っ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
長
期
的
な
展
望
に
立

つ
と
値
上
げ
も
や
む
を
得
な

い
。
  

関心は高かったが普及に至らなかった防災ベッド 

空
家
等
対
策
協
議
会
設
置
条
例
の
 

制
定
に
つ
い
て
　
 

　
空
家
等
対
策
計
画
の
作
成
及
び
変
更
並
び
に
実
施
に
関
す

る
こ
と
や
、
空
家
等
対
策
推
進
に
関
す
る
意
見
を
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
協
議
会
を
設
置
す
る
。
 

児
童
扶
養
手
当
支
給
条
例
の
 

一
部
改
正
に
つ
い
て
　
 

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
に
対
す
る
町
独
自
の
手
当
と
し
て
支
給

し
て
い
る
が
、
こ
の
度
、
児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
改
正
が

昨
年
6
月
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
手
当
の
支
払
回
数

や
支
給
制
限
の
適
用
期
間
の
見
直
し
が
さ
れ
た
た
め
、
そ
れ

に
併
せ
て
改
正
を
す
る
。
 

平
成
３０
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
 

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
 

　
31
年
度
の
国
保
納
付
金
額
と
標
準
保
険
料
率
が
示
さ
れ
た

が
、
医
療
費
水
準
の
高
い
本
町
に
お
い
て
は
、
30
年
度
に
行

っ
た
税
率
改
正
後
も
ま
だ
、
標
準
保
険
料
率
を
大
き
く
下
回

っ
て
い
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。
 

職
員
の
勤
務
時
間
、休
暇
等
に
関
す
る
 

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
　
 

　
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
職
員
の

健
康
を
守
り
、
多
様
な
働
き
方
の
実
現
を
図
る
た
め
、
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
。
 

条
例
の
制
定
・
改
正
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答 □ 

問 □ 

職
員
の
超
過
勤
務
命
令

の
上
限
、
及
び
こ
れ
ま
で
最

長
何
時
間
の
残
業
が
あ
っ
た

か
。
 

上
限
の
規
定
は
な
い
が
、

運
用
と
し
て
月
30
時
間
を
超

え
た
場
合
は
所
属
部
長
の
確

認
を
得
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
。
 

　
平
成
30
年
度
の
最
長
は
87

時
間
で
、
過
去
に
は
1
0
0

時
間
を
超
え
た
こ
と
も
あ
っ

た
と
聞
い
て
い
る
。
 

 

質疑
あれこれ
議案質疑、総務建設及び文

教福祉の各常任委員会での

主な質疑を掲載します。 

質疑
あれこれ

委
員
の
任
期
は
2
年
、

定
例
会
は
年
1
〜
2
回
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
の
程
度
で
計

画
が
策
定
で
き
る
の
か
。
 

計
画
は
30
年
度
に
策
定

済
み
で
、
今
後
の
計
画
変
更

や
計
画
に
掲
載
し
た
事
業
に

関
す
る
協
議
を
お
願
い
す
る
。
 

 

消
費
税
が
あ
が
る
の
に

合
わ
せ
て
増
額
す
べ
き
と
思

う
が
い
か
が
か
。
 

県
内
他
市
町
村
に
比
べ

て
低
い
訳
で
は
な
い
の
で
、

増
額
は
し
な
い
。
 

　
し
か
し
、
国
や
県
の
制
度

を
補
完
す
る
も
の
で
あ
る
た

め
、
そ
ち
ら
の
状
況
を
見
な

が
ら
検
討
す
る
。
 

 

﹇
個
人
町
民
税
﹈
 

納
税
義
務
者
が
2
4
0

人
増
加
し
た
た
め
、
所
得
割

が
増
加
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、

均
等
割
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
 

若
干
増
加
し
て
い
る
が
、

補
正
予
算
に
計
上
す
る
ほ
ど

で
は
な
い
。
 

 

﹇
大
口
町
都
市
緑
化
推
進
事

業
﹈
 財

源
の
基
金
は
県
民
税

に
上
乗
せ
さ
れ
て
徴
収
さ
れ

た
も
の
。
実
施
者
が
い
な
い

な
ら
、
実
施
し
や
す
い
制
度

を
作
る
べ
き
で
は
。
 

企
業
2
社
か
ら
相
談
が

あ
っ
た
が
実
施
に
至
ら
ず
、

現
在
は
個
人
の
方
か
ら
相
談

を
受
け
て
い
る
。
 

　
31
年
度
に
制
度
の
見
直
し

が
行
わ
れ
、
補
助
要
件
が
緩

和
さ
れ
て
使
い
や
す
い
も
の

に
な
る
。
 

﹇
木
造
住
宅
耐
震
改
修
費
補

助
金
・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去

費
補
助
金
﹈
 

減
額
さ
れ
て
い
る
が
実

績
は
ど
の
よ
う
か
。
 

耐
震
改
修
が
7
件
、
耐

震
シ
ェ
ル
タ
ー
・
防
災
ベ
ッ

ド
が
1
件
。
ふ
れ
あ
い
ま
つ

り
で
関
心
の
高
か
っ
た
防
災

ベ
ッ
ド
を
多
く
見
積
も
っ
た

が
、
床
の
補
強
な
ど
で
そ
の

他
の
費
用
が
発
生
す
る
こ
と

か
ら
普
及
に
至
ら
な
か
っ
た
。
 

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
費
補

助
は
、
年
度
途
中
の
9
月
か

ら
制
度
を
設
け
、
12
件
分
を

補
助
。
診
断
後
に
、
診
断
を

受
け
た
年
度
末
ま
で
に
工
事

を
完
了
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
期
間
的
な
問
題
で
少

な
か
っ
た
。
 

　
3
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
2
件
の
請
願
と
3
件
の
陳

情
は
、所
管
の
常
任
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。 

【
請
　
願
】 

・
国
民
健
康
保
険
税
の
増
税

に
反
対
す
る
請
願
 

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
） 

請
願
者
 

日
本
共
産
党
大
口
支
部
 

支
部
長
　
江
幡
　
満
世
志
 

紹
介
議
員
　
吉
田
　
正
 

 
・
「
10
月
か
ら
の
消
費
税
10

%
中
止
を
求
め
る
意
見
書
」

の
提
出
を
求
め
る
請
願
 

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
） 

請
願
者
 

尾
北
民
主
商
工
会
 

大
口
支
部
 

代
表
者
　
冨
成
　
俊
男
 

他
3
名
 

紹
介
議
員
　
吉
田
　
正
 

 

【
陳
　
情
】 

・
全
国
知
事
会
の
「
米
軍
基

地
負
担
に
関
す
る
提
言
」

の
主
旨
に
基
づ
い
て
、
地

方
自
治
の
根
幹
を
脅
か
す

日
米
地
位
協
定
の
見
直
し

を
国
に
求
め
る
意
見
書
を

提
出
す
る
事
を
求
め
る
陳

情
書
 

（
聞
き
置
く
） 

陳
情
者
 

日
米
地
位
協
定
を
 

見
直
す
会
 

共
同
代
表
 

難
波
　
希
美
子
 

 
・
保
育
の
無
償
化
、
待
機
児

童
解
消
、
保
育
士
の
処
遇

改
善
の
た
め
の
必
要
な
措

置
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
陳
情
書
 

（
採
択
） 

陳
情
者
 

全
国
福
祉
保
育
労
働
組
合
 

東
海
地
方
本
部
 

執
行
委
員
長
　
薄
美
穂
子
 

 

・
奥
山
等
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ

放
置
人
工
林
を
、
森
林
環

境
譲
与
税
（
仮
称
）
で
順

次
計
画
的
に
皆
伐
を
進
め
、

天
然
林
に
戻
す
こ
と
を
求

め
る
陳
情
書
 （

聞
き
置
く
） 

陳
情
者
 

一
般
財
団
法
人
 

日
本
熊
森
協
会
 

会
長
　
室
谷
　
悠
子
 

 
  

　
1
議
案
を
可
決
し
、
国
へ

意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。
 

 ・
保
育
の
無
償
化
、
待
機
児

童
解
消
、
保
育
士
の
処
遇

改
善
の
た
め
の
必
要
な
措

置
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て
 

（
全
員
賛
成
で
可
決
） 

請
　
願
・
陳
　
情 

議
員
提
出
議
案 
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国
保
税
の
値
上
げ
は
、

町
が
あ
と
1
千
万
円
出
せ
ば

回
避
で
き
る
と
思
う
が
。
 

23
年
度
以
降
、
税
率
を

見
直
さ
ず
に
き
た
が
、
国
保

運
営
が
厳
し
く
な
り
、
平
成

30
年
度
に
改
正
し
た
。
急
激

な
被
保
険
者
の
負
担
と
な
ら

な
い
よ
う
、
基
金
の
取
り
崩

し
や
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
も
行
っ
て
い
る
が
、
一

人
当
た
り
の
保
険
税
は
県
平

均
を
下
回
っ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
長
期
的
な
展
望
に
立

つ
と
値
上
げ
も
や
む
を
得
な

い
。
  

関心は高かったが普及に至らなかった防災ベッド 

空
家
等
対
策
協
議
会
設
置
条
例
の
 

制
定
に
つ
い
て
　
 

　
空
家
等
対
策
計
画
の
作
成
及
び
変
更
並
び
に
実
施
に
関
す

る
こ
と
や
、
空
家
等
対
策
推
進
に
関
す
る
意
見
を
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
協
議
会
を
設
置
す
る
。
 

児
童
扶
養
手
当
支
給
条
例
の
 

一
部
改
正
に
つ
い
て
　
 

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
に
対
す
る
町
独
自
の
手
当
と
し
て
支
給

し
て
い
る
が
、
こ
の
度
、
児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
改
正
が

昨
年
6
月
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
手
当
の
支
払
回
数

や
支
給
制
限
の
適
用
期
間
の
見
直
し
が
さ
れ
た
た
め
、
そ
れ

に
併
せ
て
改
正
を
す
る
。
 

平
成
３０
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
 

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
 

　
31
年
度
の
国
保
納
付
金
額
と
標
準
保
険
料
率
が
示
さ
れ
た

が
、
医
療
費
水
準
の
高
い
本
町
に
お
い
て
は
、
30
年
度
に
行

っ
た
税
率
改
正
後
も
ま
だ
、
標
準
保
険
料
率
を
大
き
く
下
回

っ
て
い
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。
 

職
員
の
勤
務
時
間
、休
暇
等
に
関
す
る
 

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
　
 

　
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
職
員
の

健
康
を
守
り
、
多
様
な
働
き
方
の
実
現
を
図
る
た
め
、
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
。
 

条
例
の
制
定
・
改
正
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定例会で賛否の分かれた議案 定例会で賛否の分かれた議案 定例会で賛否の分かれた議案 
他の町提出の27議案は全員賛成で可決 

追　跡 追　跡 
1年前の一般質問から 1年前の一般質問から 

あれから どうなった?あれから どうなった?

議会だよりでは、1年前の一般質問から2題を選び、あれからどうなっ
たかを調査しました。 

あれから どうなった?

町政を問う 町政を問う 一
般
質
問 

ここが聞きた
い
!町政を問う 町政を問う 

船戸光夫 

酒井正宗 

吉田　正 

大竹伸一 

宮田和美 

江口昌史 

柘植　満 

「一般質問」とは、行財政にわたる議員主導による政策の議論です。（通告順） 

各学共等を地域避難所に指定して運営を自主防災会に 
要配慮者の防災訓練参加を 

一灯点滅式信号機の撤去を 
町道小口線整備の進捗状況は 

国民健康保険税の値上げ中止を 
待機児童の解消に向けて工夫を 

各地域自治組織を交えた大掛かりな防災訓練の実施を 
防災知識の習得に役立つ手帳の作成を 

災害ボランティア活動についての取り組みは 
尾北自然歩道に五条川周辺の動植物を紹介するパネルの表示を 

保育士不足を解消し、町立保育園でも一時保育の受け入れを 

食品ロスの削減に向けての啓発は 
職員の駐車場利用についての考えは 

P12 

P13 

P14 

P15 

P16 

P17 

P18

所有者に管理意識を持ってもらう
ため、町の実情に沿った条例を制
定してみては。 
 
強制的な手法は地域住民に不安を与える。
法的措置を取らざる得ない事案も出るか
もしれないが、まずは所有者の意向を尊
重し、できるだけ話し合いで解決したい。 

船
戸
光
夫
 

平
成
３０
年
3
月
議
会
 

空家対策条例の制定について 

問 

答 

本町にとって、コミュニティバスや
緊急車両の遅れのほか、町内企業
の輸送関係にも影響がある。 
 
愛知県や小牧市等と相談し、渋滞
緩和等の検討をしたい。 

岡
　
孝
夫
 

冬季の国道155号村中高架橋 
の通行止めについて 

問 

答 

地域懇談会で出された意見を参考に平成30
年8月に空家等対策計画を策定。今後、この
計画に基づいて所有者自らが適切に管理す
るための支援制度を創設したいと考えている。 

質問者の満足度 特定空家指定に至らな
いよう、所有者に管理
意識を持っていただけ
るような制度を望みます。 

高架橋の管理者である愛知県尾張建設
事務所とも相談したが、構造的な変更
は困難とのこと。事故防止の措置であ
るため、ご理解いただきたいとのこと。 

質問者の満足度 路面凍結を抑制する
術は様々あると思う
ので、対策の検討を
望みます。 

こ
う
な
っ
た
 

・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

一
　
般 

質
　
問 

7議員が質問 

がっかり 

YouTube 
公式チャンネル 

「議会大口町」 
QRコード 

国民健康保険税条例の一部改正 

平成31年度一般会計予算 

平成31年度国民健康保険特別会計予算 

平成31年度後期高齢者医療特別会計予算 

× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  〇 〇 〇 可決 

× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
※ 

〇 〇 〇 可決 

× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  〇 〇 〇 可決 

× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  〇 〇 〇 可決 

吉

田

 

岡
 

船

戸

 

江

口

 

酒

井

 

鈴

木

 

大

竹

 

齊

木

 

柘

植

 

伊

藤

 

丹
羽（
孝
） 

宮

田

 

丹
羽（
勉
） 

倉

知

 

結

果

 

議　　　員　　　名 

議　案　名 

（議長は裁決に加わらないため空白） 

○＝賛成　　×＝反対 

国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正
 吉

田
　
正
 

　
①
協
会
け
ん
ぽ
と
比
較

し
て
所
得
に
対
す
る
保
険

税
の
負
担
率
が
拡
大
、
②

所
得
額
1
1
6
0
万
円
以

上
は
据
え
置
き
、
③
所
得

の
高
い
人
ほ
ど
軽
い
負
担
、

④
際
限
の
な
い
値
上
げ
が

今
後
も
続
く
と
い
う
点
か

ら
反
対
。
 

       

鈴
木
義
彦
 

　
今
後
、
医
療
の
高
度
化

や
被
保
険
者
の
高
齢
化
な

ど
で
医
療
費
の
増
加
が
予

想
さ
れ
る
。
 

　
安
定
し
た
国
民
健
康
保

険
を
運
営
し
て
い
く
う
え

で
は
、
被
保
険
者
の
応
分

の
負
担
は
や
む
を
え
な
い
。
 

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

平
成
31
年
度
一
般
会
計

予
算
 

吉
田
　
正
 

　
本
町
は
健
全
な
財
政
運

営
が
さ
れ
て
い
る
と
い
う

の
が
実
感
。
法
人
町
民
税

は
消
費
税
増
税
と
と
も
に

減
少
し
て
い
く
が
、
固
定

資
産
税
と
個
人
町
民
税
が

増
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

豊
か
な
財
政
力
が
築
か
れ

て
い
る
。
 

　
こ
の
豊
か
な
財
政
力
を

住
民
の
暮
ら
し
の
た
め
に

使
う
よ
う
求
め
る
。
 

 

 

  

大
竹
伸
一
 

　
法
人
町
民
税
率
の
引
き

下
げ
に
よ
り
、
今
後
、
大

幅
な
収
入
の
増
加
が
見
込

め
な
い
中
、
安
心
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
、
少
子
高
齢

化
対
策
、
公
共
施
設
の
延

命
化
等
、
様
々
な
課
題
に

対
し
、
適
切
な
予
算
措
置

が
さ
れ
て
い
る
。
 

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

平
成
31
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算
 

吉
田
　
正
 

　
協
会
け
ん
ぽ
と
比
較
し

て
所
得
に
対
す
る
保
険
税

の
負
担
率
が
広
が
っ
て
い

る
。
ま
た
、
所
得
の
高
い

人
ほ
ど
軽
い
負
担
に
な
っ

て
い
る
。
 

　
国
に
国
費
を
1
兆
円
投

入
す
る
よ
う
要
請
す
る
と

と
も
に
、
均
等
割
り
廃
止

に
よ
り
、
低
所
得
者
の
国

保
税
が
協
会
け
ん
ぽ
並
み

に
軽
減
さ
れ
る
よ
う
求
め

る
。
 

   

伊
藤
　
浩
 

　
安
定
し
た
国
保
運
営
の

た
め
に
税
率
の
見
直
し
は

必
要
不
可
欠
。
財
政
調
整

基
金
の
取
崩
し
や
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
に
よ

り
、
被
保
険
者
の
急
激
な

負
担
増
加
に
配
慮
。
さ
ら

に
、
国
の
補
助
金
を
利
用

し
た
特
定
検
診
受
診
率
向

上
事
業
が
計
上
さ
れ
て
お

り
、
今
後
の
事
業
展
開
に

期
待
。
 

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

平
成
31
年
度
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計

予
算
 

吉
田
　
正
 

　
保
険
料
の
9
割
、
8.5
割

の
軽
減
を
2
か
年
で
廃
止

す
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

7
割
、
5
割
の
軽
減
は
残

る
が
、
高
齢
者
に
大
き
な

負
担
を
負
わ
せ
る
こ
と
に

な
る
。
 

　
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入

れ
を
行
う
な
ど
、
軽
減
制

度
を
維
持
す
る
こ
と
を
お

願
い
す
る
。
 

   

 

  

岡
　
孝
夫
 

　
医
療
の
高
度
化
や
被
保

険
者
の
高
齢
化
に
よ
り
、

今
後
も
医
療
費
の
増
加
が

予
想
さ
れ
る
中
、
制
度
の

持
続
可
能
性
を
確
保
す
る

も
の
で
あ
り
、
現
役
世
代

も
含
め
、
負
担
の
公
平
性

か
ら
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
 

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

賛
否
が
分
か
れ
た
4
議
案
の
討
論
要
旨
は
左
の
と
お
り
で
す
 

がんばれ 

すべ 
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定例会で賛否の分かれた議案 定例会で賛否の分かれた議案 定例会で賛否の分かれた議案 
他の町提出の27議案は全員賛成で可決 

追　跡 追　跡 
1年前の一般質問から 1年前の一般質問から 

あれから どうなった?あれから どうなった?

議会だよりでは、1年前の一般質問から2題を選び、あれからどうなっ
たかを調査しました。 

あれから どうなった?

町政を問う 町政を問う 一
般
質
問 

ここが聞きた
い
!町政を問う 町政を問う 

船戸光夫 

酒井正宗 

吉田　正 

大竹伸一 

宮田和美 

江口昌史 

柘植　満 

「一般質問」とは、行財政にわたる議員主導による政策の議論です。（通告順） 

各学共等を地域避難所に指定して運営を自主防災会に 
要配慮者の防災訓練参加を 

一灯点滅式信号機の撤去を 
町道小口線整備の進捗状況は 

国民健康保険税の値上げ中止を 
待機児童の解消に向けて工夫を 

各地域自治組織を交えた大掛かりな防災訓練の実施を 
防災知識の習得に役立つ手帳の作成を 

災害ボランティア活動についての取り組みは 
尾北自然歩道に五条川周辺の動植物を紹介するパネルの表示を 

保育士不足を解消し、町立保育園でも一時保育の受け入れを 

食品ロスの削減に向けての啓発は 
職員の駐車場利用についての考えは 

P12 

P13 

P14 

P15 

P16 

P17 

P18

所有者に管理意識を持ってもらう
ため、町の実情に沿った条例を制
定してみては。 
 
強制的な手法は地域住民に不安を与える。
法的措置を取らざる得ない事案も出るか
もしれないが、まずは所有者の意向を尊
重し、できるだけ話し合いで解決したい。 

船
戸
光
夫
 

平
成
３０
年
3
月
議
会
 

空家対策条例の制定について 

問 

答 

本町にとって、コミュニティバスや
緊急車両の遅れのほか、町内企業
の輸送関係にも影響がある。 
 
愛知県や小牧市等と相談し、渋滞
緩和等の検討をしたい。 

岡
　
孝
夫
 

冬季の国道155号村中高架橋 
の通行止めについて 

問 

答 

地域懇談会で出された意見を参考に平成30
年8月に空家等対策計画を策定。今後、この
計画に基づいて所有者自らが適切に管理す
るための支援制度を創設したいと考えている。 

質問者の満足度 特定空家指定に至らな
いよう、所有者に管理
意識を持っていただけ
るような制度を望みます。 

高架橋の管理者である愛知県尾張建設
事務所とも相談したが、構造的な変更
は困難とのこと。事故防止の措置であ
るため、ご理解いただきたいとのこと。 

質問者の満足度 路面凍結を抑制する
術は様々あると思う
ので、対策の検討を
望みます。 

こ
う
な
っ
た
 

・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

一
　
般 

質
　
問 

7議員が質問 

がっかり 

YouTube 
公式チャンネル 

「議会大口町」 
QRコード 

国民健康保険税条例の一部改正 

平成31年度一般会計予算 

平成31年度国民健康保険特別会計予算 

平成31年度後期高齢者医療特別会計予算 

× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  〇 〇 〇 可決 

× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
※ 

〇 〇 〇 可決 

× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  〇 〇 〇 可決 

× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  〇 〇 〇 可決 

吉

田

 

岡
 

船

戸

 

江

口

 

酒

井

 

鈴

木

 

大

竹

 

齊

木

 

柘

植

 

伊

藤

 

丹
羽（
孝
） 

宮

田

 

丹
羽（
勉
） 

倉

知

 

結

果

 

議　　　員　　　名 

議　案　名 

（議長は裁決に加わらないため空白） 

○＝賛成　　×＝反対 

国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正
 吉

田
　
正
 

　
①
協
会
け
ん
ぽ
と
比
較

し
て
所
得
に
対
す
る
保
険

税
の
負
担
率
が
拡
大
、
②

所
得
額
1
1
6
0
万
円
以

上
は
据
え
置
き
、
③
所
得

の
高
い
人
ほ
ど
軽
い
負
担
、

④
際
限
の
な
い
値
上
げ
が

今
後
も
続
く
と
い
う
点
か

ら
反
対
。
 

       

鈴
木
義
彦
 

　
今
後
、
医
療
の
高
度
化

や
被
保
険
者
の
高
齢
化
な

ど
で
医
療
費
の
増
加
が
予

想
さ
れ
る
。
 

　
安
定
し
た
国
民
健
康
保

険
を
運
営
し
て
い
く
う
え

で
は
、
被
保
険
者
の
応
分

の
負
担
は
や
む
を
え
な
い
。
 

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

平
成
31
年
度
一
般
会
計

予
算
 

吉
田
　
正
 

　
本
町
は
健
全
な
財
政
運

営
が
さ
れ
て
い
る
と
い
う

の
が
実
感
。
法
人
町
民
税

は
消
費
税
増
税
と
と
も
に

減
少
し
て
い
く
が
、
固
定

資
産
税
と
個
人
町
民
税
が

増
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

豊
か
な
財
政
力
が
築
か
れ

て
い
る
。
 

　
こ
の
豊
か
な
財
政
力
を

住
民
の
暮
ら
し
の
た
め
に

使
う
よ
う
求
め
る
。
 

 

 

  

大
竹
伸
一
 

　
法
人
町
民
税
率
の
引
き

下
げ
に
よ
り
、
今
後
、
大

幅
な
収
入
の
増
加
が
見
込

め
な
い
中
、
安
心
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
、
少
子
高
齢

化
対
策
、
公
共
施
設
の
延

命
化
等
、
様
々
な
課
題
に

対
し
、
適
切
な
予
算
措
置

が
さ
れ
て
い
る
。
 

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

平
成
31
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算
 

吉
田
　
正
 

　
協
会
け
ん
ぽ
と
比
較
し

て
所
得
に
対
す
る
保
険
税

の
負
担
率
が
広
が
っ
て
い

る
。
ま
た
、
所
得
の
高
い

人
ほ
ど
軽
い
負
担
に
な
っ

て
い
る
。
 

　
国
に
国
費
を
1
兆
円
投

入
す
る
よ
う
要
請
す
る
と

と
も
に
、
均
等
割
り
廃
止

に
よ
り
、
低
所
得
者
の
国

保
税
が
協
会
け
ん
ぽ
並
み

に
軽
減
さ
れ
る
よ
う
求
め

る
。
 

   

伊
藤
　
浩
 

　
安
定
し
た
国
保
運
営
の

た
め
に
税
率
の
見
直
し
は

必
要
不
可
欠
。
財
政
調
整

基
金
の
取
崩
し
や
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
に
よ

り
、
被
保
険
者
の
急
激
な

負
担
増
加
に
配
慮
。
さ
ら

に
、
国
の
補
助
金
を
利
用

し
た
特
定
検
診
受
診
率
向

上
事
業
が
計
上
さ
れ
て
お

り
、
今
後
の
事
業
展
開
に

期
待
。
 

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

平
成
31
年
度
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計

予
算
 

吉
田
　
正
 

　
保
険
料
の
9
割
、
8.5
割

の
軽
減
を
2
か
年
で
廃
止

す
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

7
割
、
5
割
の
軽
減
は
残

る
が
、
高
齢
者
に
大
き
な

負
担
を
負
わ
せ
る
こ
と
に

な
る
。
 

　
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入

れ
を
行
う
な
ど
、
軽
減
制

度
を
維
持
す
る
こ
と
を
お

願
い
す
る
。
 

   

 

  

岡
　
孝
夫
 

　
医
療
の
高
度
化
や
被
保

険
者
の
高
齢
化
に
よ
り
、

今
後
も
医
療
費
の
増
加
が

予
想
さ
れ
る
中
、
制
度
の

持
続
可
能
性
を
確
保
す
る

も
の
で
あ
り
、
現
役
世
代

も
含
め
、
負
担
の
公
平
性

か
ら
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
 

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

賛
否
が
分
か
れ
た
4
議
案
の
討
論
要
旨
は
左
の
と
お
り
で
す
 

がんばれ 

すべ 
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地
域
支
援
者
で
は
手

が
出
せ
な
い
よ
う
な

要
配
慮
者
が
い
る
場
合
に
お

け
る
、
救
出
活
動
、
指
定
避

難
所
へ
の
避
難
誘
導
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
。
 

要
配
慮
者
の

身
体
状
況
あ

る
い
は
被
災
状
況
に
よ
っ
て

は
、
地
域
支
援
者
だ
け
で
十

分
に
対
応
で
き
な
い
こ
と
も

あ
る
。
 

　
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

地
域
支
援
者
の
方
に
は
で
き

る
範
囲
内
で
要
配
慮
者
の
安

否
確
認
を
し
て
い
た
だ
き
、

救
出
、
避
難
誘
導
な
ど
は
町

と
関
係
支
援
団
体
等
が
連
携

し
な
が
ら
行
っ
て
い
く
。
 

 

防
災
訓
練
に
要
配
慮

者
と
地
域
支
援
者
の

参
加
が
必
要
と
考
え
る
が
、

実
施
に
向
け
て
計
画
し
て
は

ど
う
か
。
 

要
配
慮
者
や

地
域
支
援
者

が
参
加
す
る
こ
と
は
、
災
害

時
に
お
け
る
速
や
か
な
対
応

に
つ
な
が
り
、
効
果
的
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
 

　
今
後
、
要
配
慮
者
や
地
域

支
援
者
の
方
も
訓
練
に
参
加

で
き
る
よ
う
な
働
き
か
け
に

努
め
る
。
 

現
在
の
整
備
の
進
捗

状
況
は
。
 

工
事
着
手
に

は
至
っ
て
お

ら
ず
、
用
地
交
渉
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
。
 

 

用
地
交
渉
の
進
捗
状

況
は
。
 整

備
に
必
要

な
用
地
と
し

て
26
筆
の
土
地
の
う
ち
、
30

年
度
中
に
予
定
し
て
い
る
9

筆
の
契
約
を
含
め
14
筆
の
買

収
が
完
了
。
必
要
面
積
の
う

ち
55
%
が
取
得
済
と
な
る
。
 

 

工
事
着
手
は
い
つ
ご

ろ
を
予
定
し
て
い
る

の
か
。
 

用
地
買
収
の

進
捗
状
況
に

も
よ
る
が
、
3
年
後
に
は
一

部
で
着
手
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
 

　
な
お
、
今
後
の
整
備
の
進

捗
に
よ
っ
て
は
一
部
で
供
用

が
可
能
と
な
る
場
合
も
あ
る
。
 

一
　
般 

質
　
問 

船

戸

光

夫

 

学
共
等
施
設
を
一
時

避
難
場
所
と
し
て
地

域
避
難
所
に
指
定
し
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
う
え
で

自
主
防
災
組
織
に
避
難
所
の

運
営
を
ま
か
せ
ら
れ
な
い
か
。
 

現
状
は
、
運

営
体
制
の
問

題
か
ら
指
定
で
き
る
状
況
に

は
な
い
。
し
か
し
、
避
難
場

所
と
し
て
学
共
等
施
設
を
希

望
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
認
識

し
て
い
る
。
 

　
台
風
時
に
は
、
自
主
避
難

所
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ

く
こ
と
は
で
き
る
と
考
え
る

の
で
、
町
と
一
緒
に
な
っ
て

地
域
主
導
で
ご
協
議
い
た
だ

け
る
よ
う
働
き
か
け
た
い
。
 

 

地
域
自
治
組
織
に
も

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
成
に
係
わ
っ
て
も
ら

い
、
一
般
避
難
所
の
運
営
を

担
っ
て
も
ら
っ
て
は
。
 

主
体
的
な
防

災
訓
練
を
繰

り
返
す
中
で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

作
成
に
つ
な
が
る
機
運
を
感

じ
ら
れ
る
地
域
自
治
組
織
等

も
あ
る
。
 

　
防
災
を
自
ら
の
課
題
と
と

ら
え
自
発
的
に
様
々
な
取
り

組
み
を
さ
れ
て
お
り
、
町
も

一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
る
。
 

　
こ
れ
ら
を
繰
り
返
す
中
で
、

将
来
的
に
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
る
。
 

船
戸 

船
戸 

船
戸 

船
戸 

地
域
協
働
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

愛
知
県
下
の
一
灯
点

滅
式
信
号
機
の
撤
去

状
況
は
。
 

平
成
27
度
に

51
基
、
28
年

度
に
26
基
、
29
年
度
に
20
基

が
撤
去
さ
れ
た
。
 

 

現
在
、
町
内
に
は
何

基
あ
る
か
。
ま
た
、

過
去
に
撤
去
さ
れ
た
も
の
は

あ
る
か
。
 

現
在
3
基
あ

り
、
過
去
に

撤
去
さ
れ
た
も
の
が
2
基
あ

る
。
 

 

撤
去
す
る
前
と
撤
去

し
た
後
で
、
事
故
件

数
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
。
 

撤
去
後
に
事

故
件
数
は
減

少
し
た
。
（
表
参
照
）
 

一
灯
点
滅
式
信
号
機

の
撤
去
に
よ
り
安
全

性
が
高
ま
る
と
思
う
が
、
町

の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。
 

統
計
的
に
み

る
と
一
定
の

効
果
は
あ
る
と
思
う
が
、
断

定
は
で
き
な
い
。
撤
去
に
際

し
て
は
、
江
南
警
察
署
に
お

い
て
、
道
路
管
理
者
や
地
元

区
と
話
し
合
っ
て
決
め
る
の

が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。
 

酒
井 

酒
井 

酒
井 

酒
井 

酒
井 

酒
井 

酒
井 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

船 戸 光 夫  

一
　
般 

質
　
問 

酒

井

正

宗

 

事業区間AからBの55%の用地
を取得済み 

要配慮者や地域支援者が参加できる訓練の実施を 

早期の延伸が望まれる町道小口線（下小口地内） 

避難所としての要望が高い地域の学共 

事故が起こりやすい交差点（下小口地内） 

要配慮者の防災訓練参加を 
地域協働部長 訓練に参加できるよう働きかけに努める 

各
学
共
等
を
地
域
避
難
所
に
指
定
し
て
運
営
を
自
主
防
災
会
に
 

地
域
協
働
部
長 
自
主
避
難
所
と
し
て
の
活
用
を
地
域
と
協
議 

町
道
小
口
線
整
備
の
進
捗
状
況
は
 

産
業
建
設
部
長 

整
備
に
必
要
な
用
地
の
う
ち
55
%
ま
で
取
得
済
み
 

一灯点滅式信号機の撤去を 
地域協働部長 地元要望があれば江南警察署等と協議 

酒 井 正 宗  

一般質問動画 
QRコード（船戸） 

一般質問動画 
QRコード（酒井） 

し
ん
 ち

ょ
く
 

地区及び撤去日 24 25 26 27 28 29 30
御供所 

（H27.3.19撤去） 
奈良子 

（H28.3.3撤去） 

1 

1

1 

2

1 

2

0 

1

0 

0

0 

2

0 

0

一灯点滅式信号機撤去前後の事故件数比較 
対象期間（平成24年～30年）   

要配慮者とは 
防災施策において高齢者、障がい者、乳幼児等

の特に配慮を要する方のこと 
地域支援者とは 

災害対応に不安のある方に支援をあらかじめお
願いされた近所の方のこと。災害発生時の安否確
認や状況に応じて避難所への誘導等を行う 

※人身事故のみ 
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地
域
支
援
者
で
は
手

が
出
せ
な
い
よ
う
な

要
配
慮
者
が
い
る
場
合
に
お

け
る
、
救
出
活
動
、
指
定
避

難
所
へ
の
避
難
誘
導
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
。
 

要
配
慮
者
の

身
体
状
況
あ

る
い
は
被
災
状
況
に
よ
っ
て

は
、
地
域
支
援
者
だ
け
で
十

分
に
対
応
で
き
な
い
こ
と
も

あ
る
。
 

　
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

地
域
支
援
者
の
方
に
は
で
き

る
範
囲
内
で
要
配
慮
者
の
安

否
確
認
を
し
て
い
た
だ
き
、

救
出
、
避
難
誘
導
な
ど
は
町

と
関
係
支
援
団
体
等
が
連
携

し
な
が
ら
行
っ
て
い
く
。
 

 

防
災
訓
練
に
要
配
慮

者
と
地
域
支
援
者
の

参
加
が
必
要
と
考
え
る
が
、

実
施
に
向
け
て
計
画
し
て
は

ど
う
か
。
 

要
配
慮
者
や

地
域
支
援
者

が
参
加
す
る
こ
と
は
、
災
害

時
に
お
け
る
速
や
か
な
対
応

に
つ
な
が
り
、
効
果
的
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
 

　
今
後
、
要
配
慮
者
や
地
域

支
援
者
の
方
も
訓
練
に
参
加

で
き
る
よ
う
な
働
き
か
け
に

努
め
る
。
 

現
在
の
整
備
の
進
捗

状
況
は
。
 

工
事
着
手
に

は
至
っ
て
お

ら
ず
、
用
地
交
渉
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
。
 

 

用
地
交
渉
の
進
捗
状

況
は
。
 整

備
に
必
要

な
用
地
と
し

て
26
筆
の
土
地
の
う
ち
、
30

年
度
中
に
予
定
し
て
い
る
9

筆
の
契
約
を
含
め
14
筆
の
買

収
が
完
了
。
必
要
面
積
の
う

ち
55
%
が
取
得
済
と
な
る
。
 

 

工
事
着
手
は
い
つ
ご

ろ
を
予
定
し
て
い
る

の
か
。
 

用
地
買
収
の

進
捗
状
況
に

も
よ
る
が
、
3
年
後
に
は
一

部
で
着
手
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
 

　
な
お
、
今
後
の
整
備
の
進

捗
に
よ
っ
て
は
一
部
で
供
用

が
可
能
と
な
る
場
合
も
あ
る
。
 

一
　
般 

質
　
問 

船

戸

光

夫

 

学
共
等
施
設
を
一
時

避
難
場
所
と
し
て
地

域
避
難
所
に
指
定
し
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
う
え
で

自
主
防
災
組
織
に
避
難
所
の

運
営
を
ま
か
せ
ら
れ
な
い
か
。
 

現
状
は
、
運

営
体
制
の
問

題
か
ら
指
定
で
き
る
状
況
に

は
な
い
。
し
か
し
、
避
難
場

所
と
し
て
学
共
等
施
設
を
希

望
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
認
識

し
て
い
る
。
 

　
台
風
時
に
は
、
自
主
避
難

所
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ

く
こ
と
は
で
き
る
と
考
え
る

の
で
、
町
と
一
緒
に
な
っ
て

地
域
主
導
で
ご
協
議
い
た
だ

け
る
よ
う
働
き
か
け
た
い
。
 

 

地
域
自
治
組
織
に
も

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
成
に
係
わ
っ
て
も
ら

い
、
一
般
避
難
所
の
運
営
を

担
っ
て
も
ら
っ
て
は
。
 

主
体
的
な
防

災
訓
練
を
繰

り
返
す
中
で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

作
成
に
つ
な
が
る
機
運
を
感

じ
ら
れ
る
地
域
自
治
組
織
等

も
あ
る
。
 

　
防
災
を
自
ら
の
課
題
と
と

ら
え
自
発
的
に
様
々
な
取
り

組
み
を
さ
れ
て
お
り
、
町
も

一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
る
。
 

　
こ
れ
ら
を
繰
り
返
す
中
で
、

将
来
的
に
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
る
。
 

船
戸 

船
戸 

船
戸 

船
戸 

地
域
協
働
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

愛
知
県
下
の
一
灯
点

滅
式
信
号
機
の
撤
去

状
況
は
。
 

平
成
27
度
に

51
基
、
28
年

度
に
26
基
、
29
年
度
に
20
基

が
撤
去
さ
れ
た
。
 

 

現
在
、
町
内
に
は
何

基
あ
る
か
。
ま
た
、

過
去
に
撤
去
さ
れ
た
も
の
は

あ
る
か
。
 

現
在
3
基
あ

り
、
過
去
に

撤
去
さ
れ
た
も
の
が
2
基
あ

る
。
 

 

撤
去
す
る
前
と
撤
去

し
た
後
で
、
事
故
件

数
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
。
 

撤
去
後
に
事

故
件
数
は
減

少
し
た
。
（
表
参
照
）
 

一
灯
点
滅
式
信
号
機

の
撤
去
に
よ
り
安
全

性
が
高
ま
る
と
思
う
が
、
町

の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。
 

統
計
的
に
み

る
と
一
定
の

効
果
は
あ
る
と
思
う
が
、
断

定
は
で
き
な
い
。
撤
去
に
際

し
て
は
、
江
南
警
察
署
に
お

い
て
、
道
路
管
理
者
や
地
元

区
と
話
し
合
っ
て
決
め
る
の

が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。
 

酒
井 

酒
井 

酒
井 

酒
井 

酒
井 

酒
井 

酒
井 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

船 戸 光 夫  

一
　
般 

質
　
問 

酒

井

正

宗

 

事業区間AからBの55%の用地
を取得済み 

要配慮者や地域支援者が参加できる訓練の実施を 

早期の延伸が望まれる町道小口線（下小口地内） 

避難所としての要望が高い地域の学共 

事故が起こりやすい交差点（下小口地内） 

要配慮者の防災訓練参加を 
地域協働部長 訓練に参加できるよう働きかけに努める 

各
学
共
等
を
地
域
避
難
所
に
指
定
し
て
運
営
を
自
主
防
災
会
に
 

地
域
協
働
部
長 

自
主
避
難
所
と
し
て
の
活
用
を
地
域
と
協
議 

町
道
小
口
線
整
備
の
進
捗
状
況
は
 

産
業
建
設
部
長 

整
備
に
必
要
な
用
地
の
う
ち
55
%
ま
で
取
得
済
み
 

一灯点滅式信号機の撤去を 
地域協働部長 地元要望があれば江南警察署等と協議 

酒 井 正 宗  

一般質問動画 
QRコード（船戸） 

一般質問動画 
QRコード（酒井） 

し
ん
 ち

ょ
く
 

地区及び撤去日 24 25 26 27 28 29 30
御供所 

（H27.3.19撤去） 
奈良子 

（H28.3.3撤去） 

1 

1

1 

2

1 

2

0 

1

0 

0

0 

2

0 

0

一灯点滅式信号機撤去前後の事故件数比較 
対象期間（平成24年～30年）   

要配慮者とは 
防災施策において高齢者、障がい者、乳幼児等

の特に配慮を要する方のこと 
地域支援者とは 

災害対応に不安のある方に支援をあらかじめお
願いされた近所の方のこと。災害発生時の安否確
認や状況に応じて避難所への誘導等を行う 

※人身事故のみ 
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入
園
希
望
者
が
急
増

し
た
理
由
は
。
 

女
性
の
社
会

進
出
の
進
展

に
よ
る
就
業
者
数
の
増
加
が

考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
育
児

休
業
が
終
了
す
る
1
歳
児
に

お
い
て
希
望
者
が
増
え
た
要

因
は
こ
こ
に
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
核
家
族
化
の
進
行
や
、

高
齢
者
の
就
労
意
欲
の
高
ま

り
に
よ
り
、
祖
父
母
に
頼
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
も
、
希
望
調
書
か
ら
読
み

取
れ
る
。
 

 

北
保
育
園
の
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
を
臨

時
的
に
利
用
で
き
な
い
か
。
 

子
育
て
中
の

親
御
さ
ん
に

と
っ
て
、
貴
重
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
子

育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
配

置
し
て
お
り
、
育
児
全
般
の

相
談
に
も
応
じ
て
い
る
。
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
機
能
を
十
分
に
果
た
し
て

い
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
考

え
は
な
い
。
 

な
お
、
保
育
士
等
が
確
保
で

き
た
場
合
に
は
、
北
保
育
園

の
会
議
室
を
臨
時
の
保
育
室

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
。
 

災
害
か
ら
我
が
身
を

守
る
知
識
や
行
動
を

身
に
つ
け
る
の
に
役
立
て
る

た
め
、
イ
ラ
ス
ト
や
ク
イ
ズ

を
交
え
て
楽
し
く
学
べ
る
防

災
手
帳
を
作
成
し
て
は
ど
う

か
。
 

27
年
度
に
防

災
マ
ッ
プ
を

全
戸
配
布
し
、
災
害
に
備
え

て
用
意
す
る
物
品
や
災
害
発

生
時
の
行
動
に
つ
い
て
イ
ラ

ス
ト
を
交
え
て
説
明
。
ま
た
、

毎
年
発
行
し
て
い
る
ま
ち
の

カ
レ
ン
ダ
ー
で
も
同
様
の
記

載
を
し
て
い
る
。
 

　
こ
れ
ら
が
、
防
災
に
つ
い

て
家
族
で
話
し
合
い
を
し
て

も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
考
え
て
い
る
の
で
、
新
た

に
手
帳
を
作
る
こ
と
は
考
え

て
な
い
。
 

 

本
町
の
防
災
マ
ッ
プ

は
大
き
く
て
立
派
な

も
の
で
あ
る
た
め
、
携
帯
す

る
の
に
不
便
で
あ
る
。
い
つ

で
も
持
ち
出
せ
、
空
い
た
時

間
な
ど
に
目
を
通
せ
る
も
の

が
あ
れ
ば
と
考
え
る
が
。
 

近
隣
市
町
で

は
、
尾
張
旭

市
が
防
災
手
帳
の
内
容
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
る
。
ま
た
、
無
料
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ア
プ
リ
も

あ
り
、
家
庭
や
コ
ン
ビ
ニ
の

プ
リ
ン
タ
ー
で
印
刷
も
で
き

る
。
 

　
そ
う
い
っ
た
も
の
を
紹
介

し
な
が
ら
、
新
た
な
手
帳
の

作
成
に
つ
い
て
は
、
費
用
対

効
果
を
慎
重
に
判
断
す
べ
き

と
考
え
る
。
 

一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

 

あ
と
1
千
万
円
を
町

が
負
担
す
れ
ば
、
国

保
税
の
値
上
げ
を
や
め
ら
れ

る
。
 

　
そ
の
他
一
般
会
計
繰
入
金

を
増
額
で
き
な
い
か
。
 

今
後
、
医
療

の
高
度
化
や

被
保
険
者
の
高
齢
化
等
に
よ

り
、
医
療
費
の
増
加
が
予
想

さ
れ
、
持
続
可
能
な
保
険
制

度
を
目
指
す
う
え
で
も
、
税

率
等
の
見
直
し
は
必
要
不
可

欠
。
 

　
今
回
、
被
保
険
者
の
負
担

が
過
大
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

不
足
額
6
千
万
円
の
う
ち
、

繰
越
金
1
千
万
円
、
財
政
調

整
基
金
の
取
り
崩
し
2
千
万

円
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
2
千
万
円
で
補
う
予
定
。
 

 

18
歳
ま
で
の
国
保
加

入
者
の
均
等
割
を
廃

止
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
廃

止
す
る
と
い
く
ら
か
か
る
の

か
。
 

平
成
30
年
度

で
1
2
0
6

万
7
2
0
0
円
、
31
年
度
で

1
2
4
3
万
5
9
2
0
円
。

（
表
1
参
照
）
 

吉
田 

吉
田 

吉
田 

吉
田 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

災
害
発
生
時
に
は
、

初
動
活
動
が
最
も
大

事
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
作
ら
れ
る
自
主
防

災
組
織
の
必
要
性
が
考
え
ら

れ
る
が
、
そ
の
現
状
は
。
 

各
行
政
区
や

事
業
所
等
で

設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

ら
の
取
り
組
み
を
全
て
把
握

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

地
区
の
消
火
栓
や
ホ
ー
ス
の

点
検
等
を
実
施
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
が
、
日
常
的
に
機

能
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
少
な

い
。
 

 

町
地
域
防
災
計
画
に

は
、
自
主
防
災
会
等

へ
の
応
急
手
当
、
搬
送
等
の

訓
練
を
行
う
と
記
載
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
訓
練
の
規
模

と
内
容
は
。
 

平
成
29
年
度

と
30
年
度
に

大
屋
敷
区
の
出
前
講
座
に
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
と
も
に

出
向
き
、
身
近
な
も
の
を
利

用
し
た
搬
送
訓
練
を
実
施
し
、

30
年
度
は
45
名
が
参
加
し
た
。

ま
た
、
30
年
度
の
北
地
域
自

治
組
織
の
防
災
訓
練
で
は
、

3
0
0
名
が
参
加
し
、
訓
練

コ
ー
ナ
ー
の
一
つ
に
て
応
急

手
当
訓
練
を
実
施
し
た
。
 

大
竹 

大
竹 

大
竹 

大
竹 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

吉 田 　 正  

一
　
般 

質
　
問 

大

竹

伸

一

 

コンパクトなサイズの手帳が望まれます 

各地域自治組織を交えた大掛かりな防災訓練の実施を 
地域協働部長 地域の地道な活動を通じ、町全体での訓練につなげていきたい 

防
災
知
識
の
習
得
に
役
立
つ
手
帳
の
作
成
を
 

地
域
協
働
部
長 

い
ま
あ
る
防
災
マ
ッ
プ
等
を
活
用
し
た
い 

国
民
健
康
保
険
税
の
値
上
げ
中
止
を
 

健
康
福
祉
部
長 
持
続
可
能
な
保
険
制
度
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
 

待機児童の解消に向けて工夫を 
健康福祉部長 保育士等の確保ができれば北保育園の会議室の活用を検討 

大 竹 伸 一  

一般質問動画 
QRコード（吉田） 

一般質問動画 
QRコード（大竹） 

軽減 
割合 

18歳以下 
の人数 

均等割額 
（H30） 

均等割額 
（H31） 

なし 
2割 
5割 
7割 

計 

255 
51 
35 
73 

414

9,180,000 
1,468,800 

630,000 
788,400 

12,067,200

9,460,500 
1,513,680 

649,250 
812,490 

12,435,920

【表1】18歳以下の被保険者に賦課される均等割額 
（H31年2月20日現在で30年度中に18歳となる人数を抽出） 

（単位：人・円） 

H28 H29 H30 H31
0歳児 
1歳児 
2歳児 

225 
256 
239

244 
250 
269

233 
245 
256

230 
233 
245

【表2】3歳未満児の人口推移（単位：人） 

※各年4月1日現在の人口。H31は前年から推計。 

H28 H29 H30 H31
0歳児 
1歳児 
2歳児 

35 
64 
67

35 
81 
86

40 
82 

104

50 
114 
116

【表3】3歳未満児の入園者推移 
（単位：人） 

※31年は30年12月7現在の希望調書
提出児童数 

余　野（S61.3.1） 
上小口（S61.3.10） 
大屋敷（S61.5.1） 
豊　田（S61.11.1） 
秋　田（S62.7.1） 
中小口（S62.7.1） 
下小口（S63.7.1） 
さつきケ丘（S63.7.1） 
外　坪（H1.7.1） 
河　北（H1.7.1） 
垣　田（H1.7.1） 

自主防災会設置状況 
（地区、設立年月日） 
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入
園
希
望
者
が
急
増

し
た
理
由
は
。
 

女
性
の
社
会

進
出
の
進
展

に
よ
る
就
業
者
数
の
増
加
が

考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
育
児

休
業
が
終
了
す
る
1
歳
児
に

お
い
て
希
望
者
が
増
え
た
要

因
は
こ
こ
に
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
核
家
族
化
の
進
行
や
、

高
齢
者
の
就
労
意
欲
の
高
ま

り
に
よ
り
、
祖
父
母
に
頼
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
も
、
希
望
調
書
か
ら
読
み

取
れ
る
。
 

 

北
保
育
園
の
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
を
臨

時
的
に
利
用
で
き
な
い
か
。
 

子
育
て
中
の

親
御
さ
ん
に

と
っ
て
、
貴
重
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
子

育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
配

置
し
て
お
り
、
育
児
全
般
の

相
談
に
も
応
じ
て
い
る
。
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
機
能
を
十
分
に
果
た
し
て

い
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
考

え
は
な
い
。
 

な
お
、
保
育
士
等
が
確
保
で

き
た
場
合
に
は
、
北
保
育
園

の
会
議
室
を
臨
時
の
保
育
室

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
。
 

災
害
か
ら
我
が
身
を

守
る
知
識
や
行
動
を

身
に
つ
け
る
の
に
役
立
て
る

た
め
、
イ
ラ
ス
ト
や
ク
イ
ズ

を
交
え
て
楽
し
く
学
べ
る
防

災
手
帳
を
作
成
し
て
は
ど
う

か
。
 

27
年
度
に
防

災
マ
ッ
プ
を

全
戸
配
布
し
、
災
害
に
備
え

て
用
意
す
る
物
品
や
災
害
発

生
時
の
行
動
に
つ
い
て
イ
ラ

ス
ト
を
交
え
て
説
明
。
ま
た
、

毎
年
発
行
し
て
い
る
ま
ち
の

カ
レ
ン
ダ
ー
で
も
同
様
の
記

載
を
し
て
い
る
。
 

　
こ
れ
ら
が
、
防
災
に
つ
い

て
家
族
で
話
し
合
い
を
し
て

も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
考
え
て
い
る
の
で
、
新
た

に
手
帳
を
作
る
こ
と
は
考
え

て
な
い
。
 

 

本
町
の
防
災
マ
ッ
プ

は
大
き
く
て
立
派
な

も
の
で
あ
る
た
め
、
携
帯
す

る
の
に
不
便
で
あ
る
。
い
つ

で
も
持
ち
出
せ
、
空
い
た
時

間
な
ど
に
目
を
通
せ
る
も
の

が
あ
れ
ば
と
考
え
る
が
。
 

近
隣
市
町
で

は
、
尾
張
旭

市
が
防
災
手
帳
の
内
容
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
る
。
ま
た
、
無
料
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ア
プ
リ
も

あ
り
、
家
庭
や
コ
ン
ビ
ニ
の

プ
リ
ン
タ
ー
で
印
刷
も
で
き

る
。
 

　
そ
う
い
っ
た
も
の
を
紹
介

し
な
が
ら
、
新
た
な
手
帳
の

作
成
に
つ
い
て
は
、
費
用
対

効
果
を
慎
重
に
判
断
す
べ
き

と
考
え
る
。
 

一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

 

あ
と
1
千
万
円
を
町

が
負
担
す
れ
ば
、
国

保
税
の
値
上
げ
を
や
め
ら
れ

る
。
 

　
そ
の
他
一
般
会
計
繰
入
金

を
増
額
で
き
な
い
か
。
 

今
後
、
医
療

の
高
度
化
や

被
保
険
者
の
高
齢
化
等
に
よ

り
、
医
療
費
の
増
加
が
予
想

さ
れ
、
持
続
可
能
な
保
険
制

度
を
目
指
す
う
え
で
も
、
税

率
等
の
見
直
し
は
必
要
不
可

欠
。
 

　
今
回
、
被
保
険
者
の
負
担

が
過
大
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

不
足
額
6
千
万
円
の
う
ち
、

繰
越
金
1
千
万
円
、
財
政
調

整
基
金
の
取
り
崩
し
2
千
万

円
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
2
千
万
円
で
補
う
予
定
。
 

 

18
歳
ま
で
の
国
保
加

入
者
の
均
等
割
を
廃

止
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
廃

止
す
る
と
い
く
ら
か
か
る
の

か
。
 

平
成
30
年
度

で
1
2
0
6

万
7
2
0
0
円
、
31
年
度
で

1
2
4
3
万
5
9
2
0
円
。

（
表
1
参
照
）
 

吉
田 

吉
田 

吉
田 

吉
田 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

災
害
発
生
時
に
は
、

初
動
活
動
が
最
も
大

事
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
作
ら
れ
る
自
主
防

災
組
織
の
必
要
性
が
考
え
ら

れ
る
が
、
そ
の
現
状
は
。
 

各
行
政
区
や

事
業
所
等
で

設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

ら
の
取
り
組
み
を
全
て
把
握

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

地
区
の
消
火
栓
や
ホ
ー
ス
の

点
検
等
を
実
施
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
が
、
日
常
的
に
機

能
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
少
な

い
。
 

 

町
地
域
防
災
計
画
に

は
、
自
主
防
災
会
等

へ
の
応
急
手
当
、
搬
送
等
の

訓
練
を
行
う
と
記
載
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
訓
練
の
規
模

と
内
容
は
。
 

平
成
29
年
度

と
30
年
度
に

大
屋
敷
区
の
出
前
講
座
に
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
と
も
に

出
向
き
、
身
近
な
も
の
を
利

用
し
た
搬
送
訓
練
を
実
施
し
、

30
年
度
は
45
名
が
参
加
し
た
。

ま
た
、
30
年
度
の
北
地
域
自

治
組
織
の
防
災
訓
練
で
は
、

3
0
0
名
が
参
加
し
、
訓
練

コ
ー
ナ
ー
の
一
つ
に
て
応
急

手
当
訓
練
を
実
施
し
た
。
 

大
竹 

大
竹 

大
竹 

大
竹 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

吉 田 　 正  

一
　
般 

質
　
問 

大

竹

伸

一

 

コンパクトなサイズの手帳が望まれます 

各地域自治組織を交えた大掛かりな防災訓練の実施を 
地域協働部長 地域の地道な活動を通じ、町全体での訓練につなげていきたい 

防
災
知
識
の
習
得
に
役
立
つ
手
帳
の
作
成
を
 

地
域
協
働
部
長 

い
ま
あ
る
防
災
マ
ッ
プ
等
を
活
用
し
た
い 

国
民
健
康
保
険
税
の
値
上
げ
中
止
を
 

健
康
福
祉
部
長 

持
続
可
能
な
保
険
制
度
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
 

待機児童の解消に向けて工夫を 
健康福祉部長 保育士等の確保ができれば北保育園の会議室の活用を検討 

大 竹 伸 一  

一般質問動画 
QRコード（吉田） 

一般質問動画 
QRコード（大竹） 

軽減 
割合 

18歳以下 
の人数 

均等割額 
（H30） 

均等割額 
（H31） 

なし 
2割 
5割 
7割 

計 

255 
51 
35 
73 

414

9,180,000 
1,468,800 

630,000 
788,400 

12,067,200

9,460,500 
1,513,680 

649,250 
812,490 

12,435,920

【表1】18歳以下の被保険者に賦課される均等割額 
（H31年2月20日現在で30年度中に18歳となる人数を抽出） 

（単位：人・円） 

H28 H29 H30 H31
0歳児 
1歳児 
2歳児 

225 
256 
239

244 
250 
269

233 
245 
256

230 
233 
245

【表2】3歳未満児の人口推移（単位：人） 

※各年4月1日現在の人口。H31は前年から推計。 

H28 H29 H30 H31
0歳児 
1歳児 
2歳児 

35 
64 
67

35 
81 
86

40 
82 

104

50 
114 
116

【表3】3歳未満児の入園者推移 
（単位：人） 

※31年は30年12月7現在の希望調書
提出児童数 

余　野（S61.3.1） 
上小口（S61.3.10） 
大屋敷（S61.5.1） 
豊　田（S61.11.1） 
秋　田（S62.7.1） 
中小口（S62.7.1） 
下小口（S63.7.1） 
さつきケ丘（S63.7.1） 
外　坪（H1.7.1） 
河　北（H1.7.1） 
垣　田（H1.7.1） 

自主防災会設置状況 
（地区、設立年月日） 
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五
条
川
周
辺
に
は
草

花
、
魚
、
鳥
な
ど
、

様
々
な
動
植
物
が
生
息
、
生

育
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
紹

介
す
る
パ
ネ
ル
を
表
示
し
、

尾
北
自
然
歩
道
を
歩
く
人
々

に
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
は

で
き
な
い
か
。
 尾

北
自
然
歩

道
は
多
く
の

皆
さ
ん
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、

身
近
な
自
然
環
境
の
一
つ
と

し
て
今
後
も
守
り
続
け
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。
 

　
動
植
物
を
紹
介
す
る
パ
ネ

ル
の
表
示
に
つ
い
て
は
、
五

条
川
を
管
理
す
る
愛
知
県
一

宮
建
設
事
務
所
と
協
議
し
な

が
ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。
 

 

桜
ま
つ
り
の
時
期
に

な
る
と
五
条
川
の
桜

並
木
の
一
部
に
提
灯
が
飾
ら

れ
る
。
 

　
こ
の
提
灯
に
短
冊
を
付
け
、

俳
句
や
川
柳
の
ク
ラ
ブ
活
動

を
し
て
い
る
方
た
ち
の
発
表

の
場
に
し
て
は
ど
う
か
。
 

提
灯
に
短
冊

を
付
け
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
作
品
の
募

集
方
法
や
掲
示
方
法
等
、
解

消
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
が
多
岐
に
渡
る
の
で
、
実

施
の
可
否
も
含
め
今
後
検
討

す
る
。
 

　
提
灯
の
老
朽
化
が
目
立
ち

始
め
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は

設
備
の
更
新
作
業
を
優
先
し

た
い
。
 

一
　
般 

質
　
問 

宮

田

和

美

 

近
年
、
全
国
各
地
で

発
生
す
る
大
規
模
災

害
で
は
、
全
国
的
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
も
注
目
さ
れ
て

い
る
。
本
町
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
つ
い
て
、
何
か
取

組
み
を
考
え
て
い
る
の
か
。
 

災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
つ

い
て
は
、
大
口
町
社
会
福
祉

協
議
会
（
以
下
、
社
協
）
に

担
っ
て
い
た
だ
き
、
様
々
な

取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
 

　
現
在
、
災
害
関
連
で
3
つ

の
団
体
が
活
動
中
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
支
援
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
 

　
平
成
31
年
度
も
「
災
害
救

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」

の
開
講
や
、
「
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
立
ち
上
げ

訓
練
」
の
実
施
も
計
画
さ
れ

て
い
る
。
 

 

テ
レ
ビ
等
で
聞
く
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
交
通

費
や
宿
泊
費
が
な
く
て
困
る

と
い
う
声
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

そ
の
よ
う
な
活
動
を
支
援
す

る
た
め
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
基
金
を
設
立
で
き
な
い
か
。
 

社
協
が
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
係
る
費
用
と
し
て
毎
年

度
予
算
措
置
し
て
お
り
、
社

協
が
主
と
し
て
派
遣
し
た
者

に
関
し
て
は
、
交
通
費
や
宿

泊
費
の
支
援
が
あ
る
。
 

　
今
後
に
お
い
て
は
、
一
定

の
条
件
の
も
と
、
災
害
救
助

法
が
適
用
さ
れ
た
被
災
地
で

活
動
す
る
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
支
援
を
目
的
と
し
、
現
地

ま
で
の
移
動
に
要
す
る
交
通

費
や
宿
泊
費
の
一
部
助
成
に

つ
い
て
、
前
向
き
に
検
討
さ

れ
て
い
る
。
 

　
よ
っ
て
、
町
で
は
基
金
の

設
立
は
必
要
な
い
と
考
え
て

い
る
。
 

宮
田 

宮
田 

宮
田 

宮
田 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

現
在
、
一
時
保
育
の

受
け
入
れ
を
し
て
い

る
の
は
、
民
営
化
さ
れ
た
大

口
中
保
育
園
の
み
。
保
育
士

不
足
の
問
題
を
ク
リ
ア
す
れ

ば
町
立
保
育
園
で
も
実
施
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。
 

一
時
保
育
は

公
私
の
役
割

分
担
の
も
と
、
大
口
中
保
育

園
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
保

育
園
へ
の
入
所
が
困
難
な
保

育
ニ
ー
ズ
を
補
完
す
る
事
業

と
し
て
非
常
に
大
事
な
も
の

と
考
え
て
い
る
。
 

　
ま
ず
は
西
保
育
園
の
増
築

に
よ
り
待
機
児
童
の
解
消
に

向
け
た
対
応
を
考
え
て
い
る
。
 

 

現
在
、
す
く
す
く
サ

ポ
ー
ト
の
援
助
会
員

の
資
格
要
件
は
60
歳
く
ら
い

ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
シ
ニ

ア
の
育
児
経
験
を
活
か
す
た

め
に
も
こ
の
要
件
を
撤
廃
で

き
な
い
か
。
 

現
在
、
国
が

進
め
る
働
き

方
改
革
の
中
で
、
現
役
と
し

て
長
く
働
け
る
よ
う
に
定
年

延
長
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た

多
様
な
働
き
方
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
 

　
現
在
60
歳
く
ら
い
ま
で
と

し
て
い
る
要
件
に
つ
い
て
は
、

撤
廃
を
含
め
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

 

町
内
に
あ
る
保
育
園

の
う
ち
、
中
保
育
園

と
北
保
育
園
に
は
防
犯
カ
メ

ラ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
西

保
育
園
と
南
保
育
園
へ
の
設

置
の
予
定
は
。
 西

保
育
園
に

つ
い
て
は
、

今
回
の
増
改
築
工
事
に
合
わ

せ
て
設
置
し
、
南
保
育
園
に

つ
い
て
は
平
成
31
年
度
予
算

で
設
置
す
る
予
定
。
 

 

大
口
中
保
育
園
が
民

営
化
さ
れ
て
か
ら
5

年
目
を
迎
え
る
が
、
本
町
は

ど
の
よ
う
な
評
価
を
し
て
い

る
の
か
。
 

急
激
な
変
化

と
な
ら
な
い

よ
う
に
努
め
た
結
果
、
ス
ム

ー
ズ
に
民
営
化
で
き
た
と
感

じ
て
い
る
。
 

　
大
口
中
保
育
園
で
は
、
民

営
化
当
初
か
ら
保
護
者
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
評
価
や
指
摘
を
大
切
に

し
、
保
育
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
お
や
つ
の
レ
シ

ピ
紹
介
や
卒
園
ア
ル
バ
ム
は

保
護
者
と
意
見
交
換
を
し
な

が
ら
作
成
す
る
な
ど
、
保
護

者
と
距
離
の
近
い
保
育
に
心

が
け
て
お
ら
れ
る
。
 

　
特
色
で
あ
る
「
体
力
づ
く

り
」
も
対
外
的
に
認
知
さ
れ

つ
つ
あ
り
、
そ
れ
を
理
由
に

保
育
園
を
選
ん
だ
と
い
う
保

護
者
の
声
も
あ
る
。
 

　
そ
の
特
色
を
尊
重
し
、
民

間
の
保
育
運
営
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
町
立
保
育
園
に
お

け
る
保
育
の
質
の
向
上
に
努

め
て
い
き
た
い
。
 

 

江
口 

江
口 

江
口 

江
口 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

江 口 昌 史  

宮 田 和 美  

一
　
般 

質
　
問 

江

口

昌

史

 

特色ある保育が注目されている大口中保育園 

このようなイメージで提灯の飾りつけを 

東日本大震災にて岩手県へ遠征された団体の皆さん 

保育士不足を解消し、町立保育園でも一時保育の受け入れを 
健康福祉部長 公私の役割分担のもと、大口中保育園で実施 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
は
 

地
域
協
働
部
長 
主
と
し
て
大
口
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
 

尾北自然歩道に五条川周辺の動植物を紹介するパネルの表示を 
産業建設部長 愛知県一宮建設事務所と協議しながら検討したい 

一般質問動画 
QRコード（江口） 

一般質問動画 
QRコード（宮田） 
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五
条
川
周
辺
に
は
草

花
、
魚
、
鳥
な
ど
、

様
々
な
動
植
物
が
生
息
、
生

育
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
紹

介
す
る
パ
ネ
ル
を
表
示
し
、

尾
北
自
然
歩
道
を
歩
く
人
々

に
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
は

で
き
な
い
か
。
 尾

北
自
然
歩
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は
多
く
の

皆
さ
ん
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、

身
近
な
自
然
環
境
の
一
つ
と

し
て
今
後
も
守
り
続
け
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。
 

　
動
植
物
を
紹
介
す
る
パ
ネ

ル
の
表
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に
つ
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は
、
五

条
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を
管
理
す
る
愛
知
県
一

宮
建
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事
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と
協
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し
な

が
ら
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検
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。
 

 

桜
ま
つ
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の
時
期
に
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と
五
条
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の
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並
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の
一
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に
提
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が
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れ
る
。
 

　
こ
の
提
灯
に
短
冊
を
付
け
、

俳
句
や
川
柳
の
ク
ラ
ブ
活
動

を
し
て
い
る
方
た
ち
の
発
表

の
場
に
し
て
は
ど
う
か
。
 

提
灯
に
短
冊

を
付
け
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
作
品
の
募

集
方
法
や
掲
示
方
法
等
、
解

消
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
が
多
岐
に
渡
る
の
で
、
実

施
の
可
否
も
含
め
今
後
検
討

す
る
。
 

　
提
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の
老
朽
化
が
目
立
ち

始
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る
の
で
、
ま
ず
は

設
備
の
更
新
作
業
を
優
先
し

た
い
。
 

一
　
般 

質
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宮

田

和
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近
年
、
全
国
各
地
で

発
生
す
る
大
規
模
災

害
で
は
、
全
国
的
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
も
注
目
さ
れ
て

い
る
。
本
町
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
つ
い
て
、
何
か
取

組
み
を
考
え
て
い
る
の
か
。
 

災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
つ

い
て
は
、
大
口
町
社
会
福
祉

協
議
会
（
以
下
、
社
協
）
に

担
っ
て
い
た
だ
き
、
様
々
な

取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
 

　
現
在
、
災
害
関
連
で
3
つ

の
団
体
が
活
動
中
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
支
援
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
 

　
平
成
31
年
度
も
「
災
害
救

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」

の
開
講
や
、
「
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
立
ち
上
げ

訓
練
」
の
実
施
も
計
画
さ
れ

て
い
る
。
 

 

テ
レ
ビ
等
で
聞
く
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
交
通

費
や
宿
泊
費
が
な
く
て
困
る

と
い
う
声
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

そ
の
よ
う
な
活
動
を
支
援
す

る
た
め
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
基
金
を
設
立
で
き
な
い
か
。
 

社
協
が
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
係
る
費
用
と
し
て
毎
年

度
予
算
措
置
し
て
お
り
、
社

協
が
主
と
し
て
派
遣
し
た
者

に
関
し
て
は
、
交
通
費
や
宿

泊
費
の
支
援
が
あ
る
。
 

　
今
後
に
お
い
て
は
、
一
定

の
条
件
の
も
と
、
災
害
救
助

法
が
適
用
さ
れ
た
被
災
地
で

活
動
す
る
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
支
援
を
目
的
と
し
、
現
地

ま
で
の
移
動
に
要
す
る
交
通

費
や
宿
泊
費
の
一
部
助
成
に

つ
い
て
、
前
向
き
に
検
討
さ

れ
て
い
る
。
 

　
よ
っ
て
、
町
で
は
基
金
の

設
立
は
必
要
な
い
と
考
え
て

い
る
。
 

宮
田 

宮
田 

宮
田 

宮
田 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

現
在
、
一
時
保
育
の

受
け
入
れ
を
し
て
い

る
の
は
、
民
営
化
さ
れ
た
大

口
中
保
育
園
の
み
。
保
育
士

不
足
の
問
題
を
ク
リ
ア
す
れ

ば
町
立
保
育
園
で
も
実
施
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。
 

一
時
保
育
は

公
私
の
役
割

分
担
の
も
と
、
大
口
中
保
育

園
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
保

育
園
へ
の
入
所
が
困
難
な
保

育
ニ
ー
ズ
を
補
完
す
る
事
業

と
し
て
非
常
に
大
事
な
も
の

と
考
え
て
い
る
。
 

　
ま
ず
は
西
保
育
園
の
増
築

に
よ
り
待
機
児
童
の
解
消
に

向
け
た
対
応
を
考
え
て
い
る
。
 

 

現
在
、
す
く
す
く
サ

ポ
ー
ト
の
援
助
会
員

の
資
格
要
件
は
60
歳
く
ら
い

ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
シ
ニ

ア
の
育
児
経
験
を
活
か
す
た

め
に
も
こ
の
要
件
を
撤
廃
で

き
な
い
か
。
 

現
在
、
国
が

進
め
る
働
き

方
改
革
の
中
で
、
現
役
と
し

て
長
く
働
け
る
よ
う
に
定
年

延
長
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た

多
様
な
働
き
方
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
 

　
現
在
60
歳
く
ら
い
ま
で
と

し
て
い
る
要
件
に
つ
い
て
は
、

撤
廃
を
含
め
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

 

町
内
に
あ
る
保
育
園

の
う
ち
、
中
保
育
園

と
北
保
育
園
に
は
防
犯
カ
メ

ラ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
西

保
育
園
と
南
保
育
園
へ
の
設

置
の
予
定
は
。
 西

保
育
園
に

つ
い
て
は
、

今
回
の
増
改
築
工
事
に
合
わ

せ
て
設
置
し
、
南
保
育
園
に

つ
い
て
は
平
成
31
年
度
予
算

で
設
置
す
る
予
定
。
 

 

大
口
中
保
育
園
が
民

営
化
さ
れ
て
か
ら
5

年
目
を
迎
え
る
が
、
本
町
は

ど
の
よ
う
な
評
価
を
し
て
い

る
の
か
。
 

急
激
な
変
化

と
な
ら
な
い

よ
う
に
努
め
た
結
果
、
ス
ム

ー
ズ
に
民
営
化
で
き
た
と
感

じ
て
い
る
。
 

　
大
口
中
保
育
園
で
は
、
民

営
化
当
初
か
ら
保
護
者
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
評
価
や
指
摘
を
大
切
に

し
、
保
育
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
お
や
つ
の
レ
シ

ピ
紹
介
や
卒
園
ア
ル
バ
ム
は

保
護
者
と
意
見
交
換
を
し
な

が
ら
作
成
す
る
な
ど
、
保
護

者
と
距
離
の
近
い
保
育
に
心

が
け
て
お
ら
れ
る
。
 

　
特
色
で
あ
る
「
体
力
づ
く

り
」
も
対
外
的
に
認
知
さ
れ

つ
つ
あ
り
、
そ
れ
を
理
由
に

保
育
園
を
選
ん
だ
と
い
う
保

護
者
の
声
も
あ
る
。
 

　
そ
の
特
色
を
尊
重
し
、
民

間
の
保
育
運
営
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
町
立
保
育
園
に
お

け
る
保
育
の
質
の
向
上
に
努

め
て
い
き
た
い
。
 

 

江
口 

江
口 

江
口 

江
口 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

江 口 昌 史  

宮 田 和 美  

一
　
般 

質
　
問 

江

口

昌

史

 

特色ある保育が注目されている大口中保育園 

このようなイメージで提灯の飾りつけを 

東日本大震災にて岩手県へ遠征された団体の皆さん 

保育士不足を解消し、町立保育園でも一時保育の受け入れを 
健康福祉部長 公私の役割分担のもと、大口中保育園で実施 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
は
 

地
域
協
働
部
長 

主
と
し
て
大
口
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
 

尾北自然歩道に五条川周辺の動植物を紹介するパネルの表示を 
産業建設部長 愛知県一宮建設事務所と協議しながら検討したい 

一般質問動画 
QRコード（江口） 

一般質問動画 
QRコード（宮田） 
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～町への要望事項の主な内容～ 
〇空家対策 
　積極的な情報提供や情報共有のほか、
空家対策制度の推進拡大を提言します。 
 
〇コミュニティバス対策 
　町ホームページから乗換検索がで
きることを広く啓発することを要望
します。 
 
〇交通安全対策 
　高齢運転者による重大事故の発生
防止のため、免許返納を推進する施
策の検討、計画的な路面標示の引き
直し、国道41号を横断する道路の渋
滞対策を国や県に働きかけることを
要望します。 

近
隣
市
町
の
職
員
の

駐
車
場
利
用
は
ど
の

よ
う
か
。
 別

表
の
と
お
り
。

勤
務
場
所
に
よ

っ
て
駐
車
場
を
有
償
で
職
員

に
提
供
し
て
い
る
団
体
で
も
、

臨
時
職
員
は
対
象
外
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
は
あ
る
。
 

 

本
町
の
職
員
の
駐
車

場
利
用
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。
 

過
去
に
有
償
化

の
検
討
も
さ
れ

た
が
、
借
地
で
あ
る
た
め
民

法
上
の
問
題
や
、
職
員
の
自

家
用
車
を
出
張
や
施
設
間
の

移
動
で
公
用
車
扱
い
と
し
て

い
る
こ
と
か
ら
見
送
っ
た
経

緯
が
あ
る
。
 

　
本
町
の
考
え
方
は
次
の
と

お
り
。
 

・
公
共
施
設
の
利
用
者
駐
車

場
を
空
い
て
い
る
時
に
職
員

が
無
償
で
利
用
し
て
い
る
。
 

・
職
員
は
町
に
対
し
条
例
に

基
づ
い
た
行
政
財
産
目
的
外

使
用
の
申
請
を
行
う
。
 

・
町
長
は
、
町
内
企
業
の
状

況
や
立
地
条
件
等
を
考
え
、

使
用
料
を
減
免
す
る
こ
と
を

検
討
す
る
。
 

一
　
般 

質
　
問 

柘

植

　

満

 

食
品
ロ
ス
の
削
減
に

向
け
て
消
費
者
へ
削

減
目
標
の
提
示
や
啓
発
は
ど

の
よ
う
に
行
う
の
か
。
 

毎
年
8
月
の

広
報
誌
で
生

ご
み
の
水
切
り
と
併
せ
て
周

知
し
て
い
る
。
 

　
今
後
は
、
具
体
的
な
削
減

方
法
を
盛
り
込
み
、
継
続
し

て
周
知
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
事
業
者
に
つ
い
て
も
理

解
と
協
力
を
求
め
て
い
く
。
 

 

教
育
現
場
で
の
削
減

と
子
ど
も
へ
の
啓
発

は
。
 

今
の
子
ど
も

た
ち
に
と
っ

て
の
問
題
点
は
「
生
産
と
消

費
の
分
離
」
が
あ
る
と
考
え

る
。
本
町
は
豊
か
な
田
園
に

恵
ま
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
米
の
生
産
過
程
を
知
ら

な
い
子
ど
も
が
多
い
。
 

　
北
小
の
5
年
生
は
地
域
の

方
々
の
協
力
で
稲
作
を
体
験

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
生
産

現
場
に
思
い
を
巡
ら
せ
る
こ

と
で
、
食
品
ロ
ス
削
減
へ
の

理
解
を
深
め
ら
れ
る
と
考
え

て
い
る
。
 

 

教
育
現
場
で
は
栄
養

の
面
か
ら
も
食
品
残

菜
を
減
ら
す
こ
と
が
大
事
。

現
状
は
ど
の
よ
う
か
。
 

平
成
28
年
度

の
平
均
残
菜

率
は
小
学
校
、
中
学
校
と
も

に
7
・
5
%
、
30
年
度
は
、

小
学
校
7
・
4
%
、
中
学
校

4
・
2
%
と
わ
ず
か
だ
が
減

少
し
て
い
る
。
 

　
年
2
回
、
残
菜
量
の
調
査

を
行
い
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
な
が
ら
、
特
に
多
く
残

る
献
立
の
調
理
方
法
や
食
材

の
組
み
合
わ
せ
を
変
え
る
工

夫
を
し
て
い
る
。
 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

産
業
建
設
部
長 

柘 植 　 満  

丹羽議長（左）から鈴木町長（右）へ
要望書が手渡されました 

表彰を受けた齊木議員（左）と倉知議員（右） 

松江市議会松政クラブの皆さんをお迎えしての研修会 
本庁舎勤務の職員が利用する 
町民会館駐車場（奥） 

食
品
ロ
ス
の
削
減
に
向
け
て
の
啓
発
は
 

産
業
建
設
部
長 
毎
年
8
月
に
広
報
誌
で
周
知
し
て
い
る
 

職員の駐車場利用についての考えは 
総務部長 立地条件等から、駐車場の無償利用を制度化したい 

一般質問動画 
QRコード（柘植） 

本庁舎・分庁舎 市町名 その他公共施設 
犬山市 
江南市 
扶桑町 
小牧市 
岩倉市 
豊山町 

認めていない 
認めていない 

※月額2,500円 
認めていない 
認めていない 

無償提供 

月額2,000円 
月額1,500円 
月額2,500円 
認めていない 
認めていない 

無償提供 

近隣市町職員の庁舎等駐車場利用状況 

※付近の公有地を抽選により提供 

　
平
成
30
年
10
月
20
日
、
21

日
に
開
催
し
た
議
会
報
告
会

に
参
加
さ
れ
た
住
民
の
方
か

ら
出
さ
れ
た
要
望
・
意
見
に

つ
い
て
の
対
応
を
議
会
で
協

議
し
、
そ
の
結
果
を
要
望
と

し
て
町
執
行
部
に
提
出
し
ま

し
た
。
 

議
会
報
告
会
で
の
要
望
事
項
を
提
出
 

　
全
国
町
村
議
会
議
長
会
か

ら
、
31
年
2
月
6
日
、
齊
木

一
三
議
員
、
倉
知
敏
美
議
員

に
自
治
功
労
表
彰
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
 

　
自
治
功
労
者
表
彰
は
在
職

15
年
以
上
の
議
員
に
対
し
、

長
年
に
わ
た
っ
て
地
方
自
治

の
振
興
・
発
展
に
寄
与
し
た

と
し
て
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。
 

　
議
長
か
ら
こ
れ
ま
で
の
労

を
ね
ぎ
ら
う
と
と
も
に
、
今

後
の
活
躍
を
お
祈
り
す
る
言

葉
が
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
30
年
度
は
、
本
町
の
姉
妹

都
市
で
あ
る
島
根
県
松
江
市

を
は
じ
め
、
5
市
町
の
視
察

に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
（
表
参
照
）
 

　
視
察
内
容
は
、
本
町
の
特

色
あ
る
企
業
誘
致
関
係
、
町

立
北
保
育
園
や
学
校
施
設
の

ほ
か
、
議
会
が
取
り
組
ん
で

き
た
議
会
改
革
に
つ
い
て
も

対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
 

自
治
功
労
者
表
彰
 

３０
年
度
視
察
の
対
応
状
況
 

議　会 
あれこれ 

その他の議会の 
出来事を 

お知らせします 

議会等名称 時期 視察内容 
4月 
7月 
7月 

11月 
11月 
11月 

島根県 
島根県 
愛知県 
静岡県 
愛知県 
愛知県 

松江市議会松政クラブ 
松江市議会公明クラブ 
岩倉市議会真政クラブ 
清水町議会 
豊山町議会 
江南市議会 

・堀尾吉晴公縁の地である大口町の概要とまちづくり。企業誘致の調査研修 
・企業立地政策の推進 
・大口町立北保育園 
・議会報告会 
・教育施策、学校施設整備等 
・大口町立北保育園 

30年度の視察対応状況 
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～町への要望事項の主な内容～ 
〇空家対策 
　積極的な情報提供や情報共有のほか、
空家対策制度の推進拡大を提言します。 
 
〇コミュニティバス対策 
　町ホームページから乗換検索がで
きることを広く啓発することを要望
します。 
 
〇交通安全対策 
　高齢運転者による重大事故の発生
防止のため、免許返納を推進する施
策の検討、計画的な路面標示の引き
直し、国道41号を横断する道路の渋
滞対策を国や県に働きかけることを
要望します。 

近
隣
市
町
の
職
員
の

駐
車
場
利
用
は
ど
の

よ
う
か
。
 別

表
の
と
お
り
。

勤
務
場
所
に
よ

っ
て
駐
車
場
を
有
償
で
職
員

に
提
供
し
て
い
る
団
体
で
も
、

臨
時
職
員
は
対
象
外
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
は
あ
る
。
 

 

本
町
の
職
員
の
駐
車

場
利
用
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。
 

過
去
に
有
償
化

の
検
討
も
さ
れ

た
が
、
借
地
で
あ
る
た
め
民

法
上
の
問
題
や
、
職
員
の
自

家
用
車
を
出
張
や
施
設
間
の

移
動
で
公
用
車
扱
い
と
し
て

い
る
こ
と
か
ら
見
送
っ
た
経

緯
が
あ
る
。
 

　
本
町
の
考
え
方
は
次
の
と

お
り
。
 

・
公
共
施
設
の
利
用
者
駐
車

場
を
空
い
て
い
る
時
に
職
員

が
無
償
で
利
用
し
て
い
る
。
 

・
職
員
は
町
に
対
し
条
例
に

基
づ
い
た
行
政
財
産
目
的
外

使
用
の
申
請
を
行
う
。
 

・
町
長
は
、
町
内
企
業
の
状

況
や
立
地
条
件
等
を
考
え
、

使
用
料
を
減
免
す
る
こ
と
を

検
討
す
る
。
 

一
　
般 

質
　
問 

柘

植

　

満

 

食
品
ロ
ス
の
削
減
に

向
け
て
消
費
者
へ
削

減
目
標
の
提
示
や
啓
発
は
ど

の
よ
う
に
行
う
の
か
。
 

毎
年
8
月
の

広
報
誌
で
生

ご
み
の
水
切
り
と
併
せ
て
周

知
し
て
い
る
。
 

　
今
後
は
、
具
体
的
な
削
減

方
法
を
盛
り
込
み
、
継
続
し

て
周
知
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
事
業
者
に
つ
い
て
も
理

解
と
協
力
を
求
め
て
い
く
。
 

 

教
育
現
場
で
の
削
減

と
子
ど
も
へ
の
啓
発

は
。
 

今
の
子
ど
も

た
ち
に
と
っ

て
の
問
題
点
は
「
生
産
と
消

費
の
分
離
」
が
あ
る
と
考
え

る
。
本
町
は
豊
か
な
田
園
に

恵
ま
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
米
の
生
産
過
程
を
知
ら

な
い
子
ど
も
が
多
い
。
 

　
北
小
の
5
年
生
は
地
域
の

方
々
の
協
力
で
稲
作
を
体
験

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
生
産

現
場
に
思
い
を
巡
ら
せ
る
こ

と
で
、
食
品
ロ
ス
削
減
へ
の

理
解
を
深
め
ら
れ
る
と
考
え

て
い
る
。
 

 

教
育
現
場
で
は
栄
養

の
面
か
ら
も
食
品
残

菜
を
減
ら
す
こ
と
が
大
事
。

現
状
は
ど
の
よ
う
か
。
 

平
成
28
年
度

の
平
均
残
菜

率
は
小
学
校
、
中
学
校
と
も

に
7
・
5
%
、
30
年
度
は
、

小
学
校
7
・
4
%
、
中
学
校

4
・
2
%
と
わ
ず
か
だ
が
減

少
し
て
い
る
。
 

　
年
2
回
、
残
菜
量
の
調
査

を
行
い
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
な
が
ら
、
特
に
多
く
残

る
献
立
の
調
理
方
法
や
食
材

の
組
み
合
わ
せ
を
変
え
る
工

夫
を
し
て
い
る
。
 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

産
業
建
設
部
長 

柘 植 　 満  

丹羽議長（左）から鈴木町長（右）へ
要望書が手渡されました 

表彰を受けた齊木議員（左）と倉知議員（右） 

松江市議会松政クラブの皆さんをお迎えしての研修会 
本庁舎勤務の職員が利用する 
町民会館駐車場（奥） 

食
品
ロ
ス
の
削
減
に
向
け
て
の
啓
発
は
 

産
業
建
設
部
長 

毎
年
8
月
に
広
報
誌
で
周
知
し
て
い
る
 

職員の駐車場利用についての考えは 
総務部長 立地条件等から、駐車場の無償利用を制度化したい 

一般質問動画 
QRコード（柘植） 

本庁舎・分庁舎 市町名 その他公共施設 
犬山市 
江南市 
扶桑町 
小牧市 
岩倉市 
豊山町 

認めていない 
認めていない 

※月額2,500円 
認めていない 
認めていない 

無償提供 

月額2,000円 
月額1,500円 
月額2,500円 
認めていない 
認めていない 

無償提供 

近隣市町職員の庁舎等駐車場利用状況 

※付近の公有地を抽選により提供 

　
平
成
30
年
10
月
20
日
、
21

日
に
開
催
し
た
議
会
報
告
会

に
参
加
さ
れ
た
住
民
の
方
か

ら
出
さ
れ
た
要
望
・
意
見
に

つ
い
て
の
対
応
を
議
会
で
協

議
し
、
そ
の
結
果
を
要
望
と

し
て
町
執
行
部
に
提
出
し
ま

し
た
。
 

議
会
報
告
会
で
の
要
望
事
項
を
提
出
 

　
全
国
町
村
議
会
議
長
会
か

ら
、
31
年
2
月
6
日
、
齊
木

一
三
議
員
、
倉
知
敏
美
議
員

に
自
治
功
労
表
彰
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
 

　
自
治
功
労
者
表
彰
は
在
職

15
年
以
上
の
議
員
に
対
し
、

長
年
に
わ
た
っ
て
地
方
自
治

の
振
興
・
発
展
に
寄
与
し
た

と
し
て
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。
 

　
議
長
か
ら
こ
れ
ま
で
の
労

を
ね
ぎ
ら
う
と
と
も
に
、
今

後
の
活
躍
を
お
祈
り
す
る
言

葉
が
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
30
年
度
は
、
本
町
の
姉
妹

都
市
で
あ
る
島
根
県
松
江
市

を
は
じ
め
、
5
市
町
の
視
察

に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
（
表
参
照
）
 

　
視
察
内
容
は
、
本
町
の
特

色
あ
る
企
業
誘
致
関
係
、
町

立
北
保
育
園
や
学
校
施
設
の

ほ
か
、
議
会
が
取
り
組
ん
で

き
た
議
会
改
革
に
つ
い
て
も

対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
 

自
治
功
労
者
表
彰
 

３０
年
度
視
察
の
対
応
状
況
 

議　会 
あれこれ 

その他の議会の 
出来事を 

お知らせします 

議会等名称 時期 視察内容 
4月 
7月 
7月 

11月 
11月 
11月 

島根県 
島根県 
愛知県 
静岡県 
愛知県 
愛知県 

松江市議会松政クラブ 
松江市議会公明クラブ 
岩倉市議会真政クラブ 
清水町議会 
豊山町議会 
江南市議会 

・堀尾吉晴公縁の地である大口町の概要とまちづくり。企業誘致の調査研修 
・企業立地政策の推進 
・大口町立北保育園 
・議会報告会 
・教育施策、学校施設整備等 
・大口町立北保育園 

30年度の視察対応状況 
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まちの 
元気者 
まちの 
元気者 

手続きは簡単です！ 
役場3階で名前を書くだけ 

議
会

だ
よ

り
 

発
行

／
大

口
町

議
会

　
編

集
／

議
会

広
報

常
任

委
員

会
 

議
会

だ
よ

り
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

 

〒
480-0144 愛

知
県

丹
羽

郡
大

口
町

下
小

口
七

丁
目

155番
地

 
T

EL（
0587）95-1702（

直
通

）　
 FA

X
 95-1454

取材を終えて 
　互いのきずな、結束、思いやりを感じられる
練習風景を見学させていただくことができまし
た。これからも、良き仲間とともにソフトボー
ルを楽しんでいただくとともに、いつまでも元
気なさつきケ丘を目指して頑張ってください。 

（船戸光夫） 

チームの皆さん（取材時の練習は半分ほどの参加でした） 

監督の瀬川さん（左）と現キャプテンの伊藤さん（右） 

♪　チームを立ち上げたきっかけは？ 
　4～5年ほど前に、前キャプテンが、区の役
員の方から地区の将来を考えて若い世代の結
束を固めていったほうがいいとの助言を受け、
若いメンバーが中心となってチームを立ち上
げました。 
 

 

♪　町やみなさんに伝えたいことありますか？ 
　町の地区別ソフトボール大会以外にも他市
町のチームと交流ができるといいと思います。 
　機会があればぜひ声をかけてください。 
 

♪キャプテンから見てどんなチームですか？ 
　ユーモア、思いやりのあるメンバーがあつ
まっており、仲間同士のきずなをしっかり感
じることのできるチームです。 

当初予算　待機児童解消に向け西保育園を増築！ 
　　　　　一般会計当初予算、ここを問う！ 
一般質問 「各学共等を地域避難所に指定して運営を自主防災会に」 

「町立保育園でも一時保育の受け入れを」ほか 
議会あれこれ 
　議会報告会意見に基づく要望書を町へ提出 

～
～

～
No.218
平成31年1月25日 
発行：愛知県大口町議会 

No.219
平成31年4月26日 
発行：愛知県大口町議会 

議会だより 議会だより アットホームで笑顔がいっぱい 
～さつきケ丘ソフトボールチームの皆さん～ 

表紙の写真 
 
6年間の思い出をありが
とう！ 
中学校でもたくさんの思
い出を作ろうね！ 

（大口南小学校卒業式） 

会議録が閲覧できます 
http://www.town.oguchi.lg.jp

/2741.htm

みなさん議会傍聴に

来てください
みなさん議会傍聴に

来てください
みなさん議会傍聴に

来てください
6月定例会予定 

6月 3日（月） 提案説明 
6月 5日（水） 一般質問 
6月 6日（木） 一般質問 
6月10日（月） 質疑・委員会付託 
6月13日（木） 総務建設常任委員会 
6月17日（月） 文教福祉常任委員会 
6月21日（金） 討論・採決 
※開始時刻は、いずれも午前9時30分から。 
※日程は、変更になる場合があります。 

議

長

 
 

委
員
長 

副
委
員
長 

委

員

 丹

羽

　

孝

 
 

鈴

木

義

彦

 

大

竹

伸

一

 

岡

　

孝

夫

 

船

戸

光

夫

 

酒

井

正

宗

 

宮

田

和

美

 

発
行
責
任
者 

 

議
会
広
報
常
任
委
員
会 

 

議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

お
金
を
寄
付
し
た
り
、
お
酒
な
ど
を

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。 

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

お
金
を
寄
付
し
た
り
、
お
酒
な
ど
を

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。 

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

寄
付
行
為
の
禁
止 

 

寄
付
行
為
の
禁
止 

 

大口町議会 
ホームページ 

月
定

例
会

 N
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1
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平
成

3
1

年
4
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2

6
日
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